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第４７１回（定例）福崎町議会会議録  

平成２９年３月３日（金） 

午前９時３０分  開  会 

 

  １．平成２９年３月３日、第４７１回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。  

 

  １．出席議員     １４名  

      １番  城 谷 英 之       ８番   山 口   純  

      ２番  三 輪 一 朝       ９番   石 野 光  市  

      ３番  牛 尾 雅 一      １０番   小 林   博  

      ４番  志 水 正 幸      １１番   冨 田 昭  市  

      ５番  松 岡 秀 人      １２番   釜 坂 道  弘  

      ６番  高 井 國 年      １３番   宮 内 富  夫  

      ７番  北 山 孝 彦      １４番   難 波 靖  通  

 

  １．欠席議員（な  し）  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主       査  佐  野 允  保 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長  尾 﨑  吉 晴  

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  村 上    修  

    公 営 企 業 参 事  近 藤 博 之  会 計 管 理 者  木 村  千 晴  

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長  吉 田  利 彦  

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長  松 田  清 彦  

    住 民 生 活 課 長  谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長  三 木  雅 人  

    農 林 振 興 課 長  松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長  福 永    聡  

    社 会 教 育 課 長  大 塚 久 典  学 校 教 育 課 長  岩 木  秀 人  

 

  １．議事日程  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 議案第 １号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

    第 ５ 議案第 ２号 福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、  

               休暇等に関する条例の一部を改正する条例について  

    第 ６ 議案第 ３号 福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部  

               を改正する条例について  

    第 ７ 議案第 ４号 福崎町町税条例等の一部を改正する条例について  

    第 ８ 議案第 ５号 福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する  

               条例について  

    第 ９ 議案第 ６号 福崎町防災備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の一部を改  

               正する条例について  

    第１０ 議案第 ７号 福崎町消防団条例の一部を改正する条例について  

    第１１ 議案第 ８号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について  
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    第１２ 議案第 ９号 福崎町在宅老人介護手当支給条例の一部を改正する条例につ  

               いて  

    第１３ 議案第１０号  福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

    第１４ 議案第１１号  福崎町開発事業等調整条例の制定について  

    第１５ 議案第１２号  福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条例の一  

               部を改正する条例について  

    第１６ 議案第１３号  福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する条例につい  

               て  

    第１７ 議案第１４号  平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）について  

    第１８ 議案第１５号  平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               ３号）について  

    第１９ 議案第１６号  平成２８年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第３号）について  

    第２０ 議案第１７号  平成２８年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３  

               号）について  

    第２１ 議案第１８号  平成２８年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）につい  

               て  

    第２２ 議案第１９号  平成２８年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第２号）  

               について  

    第２３ 議案第２０号  平成２８年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につ  

               いて  

    第２４ 議案第２１号  平成２９年度福崎町一般会計予算について  

    第２５ 議案第２２号  平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

    第２６ 議案第２３号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算につい  

               て  

    第２７ 議案第２４号  平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

    第２８ 議案第２５号  平成２９年度福崎町水道事業会計予算について  

    第２９ 議案第２６号  平成２９年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    第３０ 議案第２７号  平成２９年度福崎町下水道事業会計予算について  

    第３１ 議案第２８号  福崎町道路線の廃止及び認定について  

    第３２ 議案第２９号  神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約について  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 議案第 １号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

    第 ５ 議案第 ２号 福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、  

               休暇等に関する条例の一部を改正する条例について  

    第 ６ 議案第 ３号 福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部  

               を改正する条例について  

    第 ７ 議案第 ４号 福崎町町税条例等の一部を改正する条例について  

    第 ８ 議案第 ５号 福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する  

               条例について  

    第 ９ 議案第 ６号 福崎町防災備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の一部を改  

               正する条例について  
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    第１０ 議案第 ７号 福崎町消防団条例の一部を改正する条例について  

    第１１ 議案第 ８号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について  

    第１２ 議案第 ９号 福崎町在宅老人介護手当支給条例の一部を改正する条例につ  

               いて  

    第１３ 議案第１０号  福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

    第１４ 議案第１１号  福崎町開発事業等調整条例の制定について  

    第１５ 議案第１２号  福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条例の一  

               部を改正する条例について  

    第１６ 議案第１３号  福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する条例につい  

               て  

    第１７ 議案第１４号  平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）について  

    第１８ 議案第１５号  平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               ３号）について  

    第１９ 議案第１６号  平成２８年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第３号）について  

    第２０ 議案第１７号  平成２８年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３  

               号）について  

    第２１ 議案第１８号  平成２８年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）につい 

               て  

    第２２ 議案第１９号  平成２８年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第２号）  

               について  

    第２３ 議案第２０号  平成２８年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につ  

               いて  

    第２４ 議案第２１号  平成２９年度福崎町一般会計予算について  

    第２５ 議案第２２号  平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

    第２６ 議案第２３号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算につい  

               て  

    第２７ 議案第２４号  平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

    第２８ 議案第２５号  平成２９年度福崎町水道事業会計予算について  

    第２９ 議案第２６号  平成２９年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    第３０ 議案第２７号  平成２９年度福崎町下水道事業会計予算について  

    第３１ 議案第２８号  福崎町道路線の廃止及び認定について  

    第３２ 議案第２９号  神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約について 

 

  １．開会  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       第４７１回福崎町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。  

       議員の皆様におかれましては、早朝からご参集をいただき、まことにありがと

うございます。  

       朝夕はまだ寒い日がございますが、日ごとに日足が伸び、梅もほころび、春の

兆しが感じられる好季節となってまいりました。  

       暑さ寒さも彼岸まで、彼岸の小鳥殺しという言葉がございますように、彼岸ま

では寒の戻りもございます。健康には十分注意をいただきたいと思います。  

       ３月議会は予算議会と言われております。国や県でも予算が今審議をされてい

る最中でございます。国の予算は国会で審議中でありますが、閣議決定された
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予算は歳入歳出総額は９７兆４，５４７億円で、前年に比べ７，３２９億円の

増であります。歳入のうち公債金は前年に比べ６２２億円減であります。予算

全体の中で公債金が占める比率は３５．３％、昨年は３５．６％です。歳出で

は、支出では国債費が２３兆５，２８５億円、借金の返済に充てる金額でござ

いますが、前年比８３６億円の減であります。歳出に占める比率は２４．１％、

予算の４分の１が国債の返済に充てられることになっております。前年は２４．

４％と多少減少している傾向でございます。地方交付税交付金、地方に回るお

金は１５兆５，６７１億円で、前年比２，８６０億円の増となっております。

歳出の主要経費別では、社会保障関係費は３２兆４，７３５億円で、前年比４，

９９７億円の増となっており、経費全体では３分１を占めているのが現状であ

ります。県も１兆９，０３８億円の予算が上程され、今審議中であります。  

       当町も一般会計８７億円、国保ほか６会計で６７億４，２２０万円で、合計１

５４億４，２２０万円の予算が本日上程される予定であります。予算審査特別

委員会で慎重に審議を賜り、妥当なる結論づけをいただきたいと思います。  

       本定例会に提案されます案件は、議案第１号から第２９号までの２９件であり

ます。平成２９年度予算など、いずれも重要な案件でありますので、慎重に審

議をいただき、また、議事の円滑なる運営につきましても格別のご協力をお願

いいたします。  

       本定例会の開会の挨拶といたします。  

       ただいまの出席議員数は１４名でございます。  

       よって、第４７１回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。  

       また、総務課及び事務局から写真撮影の申し出が出ておりますので、撮影を許

可いたします。  

       ただいまから、第４７１回福崎町議会定例会を開会いたします。  

       これより本日の日程に入ります。  

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。  

 

日程第１ 会議録署名議員の指名  

 

議    長  日程第１は会議署名議員の指名であります。  

       会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名いたし

ます。  

        ４番、志水正幸議員  

       １１番、冨田昭市議員  

       以上の両議員にお願いいたします。  

 

日程第２ 会期の決定  

 

議    長  日程第２は、会期の決定であります。  

       会期の決定の件を議題といたします。  

       去る２月２４日、議会運営委員会を開いて検討をお願いしましたところ、既に

皆さんのお手元に配付しております日程表（案）のとおり、本日から３月２７日

までの２５日間としたいと思いますが、異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、会期は本日から３月２７日までの２５日間といたします。  
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日程第３ 諸報告  

 

議    長  日程第３は、諸報告であります。  

       まず、第４７０回定例会閉会後、本日までの議会活動については、事務局に報

告をさせます。  

事 務 局 議会活動報告をいたします。  

       報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。  

       １月８日、田原小学校において、福崎町消防団出初式が開催され、議長ほか議

員が出席し、議長が祝辞を述べてまいりました。  

       同じく１月８日、姫路市文化センターにおいて、姫路市消防出初式が開催され、

副議長が出席いたしました。  

       １月９日、エルデホールにおいて、平成２８年度成人式が行われ、議長ほか各

議員が出席し、議長がお祝いの言葉を述べてまいりました。  

       １月２３日、ホテル北野プラザ六甲荘において、議会広報研究会が開催され、

議長ほか各委員が出席いたしました。  

       ２月１日、国土交通省において、議長が町長とともに要望活動をいたしました。  

       ２月１９日、エルデホールにおいて、もち麦の可能性を考えるフォーラムが開

催され、議長ほか各議員が出席いたしました。  

       ３月２日、すみよしの郷において、福崎町社会福祉協議会理事会が開催され、

議長が出席いたしました。  

       同じく３月２日、文化センターにおいて、老人大学閉講式が開催され、副議長

が出席し、祝辞を述べてまいりました。  

       その他の議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。  

       以上です。  

議    長  以上で、議会活動報告を終わります。  

       また、例月出納検査の報告書が議長宛に提出をされており、その写しを配付を

いたしております。  

       続いて、申し出により行政報告を行います。  

副 町 長 各課からの行政報告をさせていただきます。  

       総務課です。  

       嘱託職員、臨時職員の採用試験について、第１次試験を１月１４日に、第２次

試験を２月１日に実施し、採用結果を２月６日に通知しました。また、応募者が

採用人数に満たなかった職種については、追加募集を行い、３月６日に試験を実

施します。  

       次に、選挙管理事務についてですが、選挙人名簿の定時登録者数は、３月１日

の基準日現在、男子７，５６４人、女子８，２４４人、計１万５，８０８人とな

っています。前回の１２月基準日より２１人の減となっています。  

       企画財政課です。  

       地方創生拠点整備交付金に係る施設整備計画の申請をしていましたが、３事業

のうち１事業「もちむぎの恵みで地域農業ジャンプアップ！６次産業化加工所整

備事業」が２月２４日に交付決定されました。引き続き、第５次総合計画及び総

合戦略の実現に向けた取り組みを進めてまいります。  

       税務課です。  

       平成２８年分所得の確定申告相談を各自治会の公民館等で２月１６日から実施

しています。申告期限は、３月１５日となっています。  
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       徴収対策については、昨年に引き続き、主に現年度分に滞納のある納税者を対

象に一斉催告文書を送付します。４月に行う電話催告、夜間臨戸徴収とあわせて、

出納閉鎖に向けて現年度徴収率の確保を目指します。また、滞納者の生活実態の

把握に努めながら適切な滞納整理を行うとともに、債務承認・分納誓約の徴取な

どにより時効の中断を図りながら、差押・換価などの滞納処分を行うことにより

過年度徴収率の向上に努めます。  

       地域振興課です。  

       平成２８年度、自律（立）のまちづくり交付金事業は、３３の全ての自治会で

取り組まれました。  

       明日、３月４日に講師をお招きし、意見交換やリーダー養成を目的としたワー

クショップを開催し、さらなる地域づくりの充実に努めてまいります。  

       第３回全国妖怪造形コンテストは、１１月に造形の専門家など１４名の審査員

による写真審査を経て入選作品が決定し、作品の提供を受けました。これらの入

選作品については、役場１階ロビーにおいて展示しています。  

       町制６０周年記念事業として取り組んでいるフクちゃん、サキちゃんの像が間

もなく完成し、福崎駅の玄関に設置します。当日は福崎駅と協力し、ミニイベン

トを実施する予定です。  

       また、辻川山公園では、現在、多くの皆様にご迷惑をかけています修理中のガ

ジロウのバージョンアップと合わせてお披露目いたします。  

       住民生活課です。  

       福崎町消防団出初式が１月８日に開催され、悪天候のため田原小学校体育館で

の開催となりましたが、消防団員４３５名が参加しました。  

       春季全国火災予防運動が３月１日から７日まで実施されています。期間中、夜

間広報を行っています。２月２６日には消防団による防火パレードを実施しまし

た。 

       健康福祉課です。  

       昨年１２月１日から、民生委員と民生協力委員の３年間の任期がスタートし、

約半数が改選される中、新体制で地域福祉向上に向け引き続き連携して取り組み

ます。  

       「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低所得の

方や、障害・遺族基礎年金受給者を支援するための給付金については、平成２８

年１２月２８日まで申請を受け付け、臨時福祉給付金は１人当たり３，０００円

を２，６７５人に、年金生活者等支援臨時福祉給付金は１人当たり３万円を１１

０人に支給しました。  

       食育推進事業については、２月１１日に「食育かるた大会」を開催し、子ども

から大人までの各世代８１人が参加され、食育や食文化の関心を高めていただく

ことができました。  

       農林振興課です。  

       ２月１９日、第４回もち麦フォーラムを開催しました。午前中は生産者中心の

情報交換会を行い、午後は一般の方対象で県内・県外各方面から約２５０名が参

加されました。大麦振興の第一人者である大妻女子大学名誉教授の池上先生を初

めとし、もち麦の健康効果についての講演があり、その後、もち麦厳選７品の試

食を楽しみました。  

       ２月２４日、福崎町地域農業再生協議会主催による農業施策研修会がエルデホ

ールで開催されました。農会長、営農組合員、認定農業者、農業委員など約７０

名が参加され「農作物の収入保険制度や平成３０年度産以降の米政策について」
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の講演を受けました。  

       まちづくり課です。  

       福崎駅利用者の利便性向上と駅へのアクセス強化、駅周辺のにぎわい創出のた

め、交流広場等の詳細設計を進めています。引き続き、福崎駅田原線ほかの用地

買収や道路工事に取り組んでまいります。  

       福崎町橋梁長寿命化修繕計画に基づき橋梁補修設計や修繕を進めています。  

       内水対策事業では、高橋ハス池下流水路及びイマ谷池下流水路工事を進めてい

ます。  

       立地適正化計画については、今年度末の策定・公表を目指して事務を進めてい

ます。  

       上下水道課です。  

       福崎工業団地では、汚水管渠や水道、工業用水道の配水管敷設跡の舗装本復旧

工事について、まちづくり課と調整しながら進めています。  

       また、福崎駅周辺では、駅周辺整備事業の進捗に合わせて、汚水管渠や水道配

水管の移設、駅東雨水幹線工事を進めています。  

       川すそ雨水幹線整備事業では、未契約であった地権者との交渉が合意に達し、

契約が完了しました。今後、秋以降の渇水期での工事着手に向けて、取り組んで

まいります。  

       上下水道事業審議会は、１月２７日に第３回審議会を開催し、水道料金及び工

業用水道料金について答申をいただきました。答申は、「水道料金については、

据え置き、工業用水道料金については、４０％以下の値上げが必要」という内容

です。  

       この答申及び経済産業省の変更承認を受けたことで、本定例会に料金改正に係

る条例案を提案しています。  

       学校教育課です。  

       小学校生活から中学校生活へスムーズに移行し、中１ギャップを解消すること

を目的として、小学校６年生の、中学校への１日体験入学を２月１０日に実施し

ました。  

       また、中学校３年生は、私立高校入試及び国公立高校の推薦入試・特色選抜で、

すばらしい頑張りが見られました。  

       社会教育課です。  

       平成２９年成人式を１月９日エルデホールで開催しました。新成人１５９名が

出席しました。  

       第１体育館耐震改修工事が完了し、１月１０日から、利用を再開しました。  

       平成２８年度老人大学修了式を３月２日に文化センターで行いました。  

       平成２８年度福崎町スポーツ功績賞、文化功労賞、吉識雅夫科学賞並びに柳田

國男ふるさと賞の伝達式を３月４日に行います。総勢２５名の方が受賞される予

定です。  

       以上で、行政報告を終わらせていただきます。  

議    長  次は、議案の上程及び議案説明であります。  

       これより、議案第１号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認につい

てから、議案第２９号、神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約につい

てまでの２９件を議題といたします。  

       これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めます。  

町    長  皆さんおはようございます。  

       第４７１回福崎町議会定例会を招集しましたところ、全員のご出席を賜り、ま
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ことにありがとうございます。  

       ようやく寒さも一段落し、日差しも春めいて、桃の節句を迎えました。木々に

目を向けますと、花の芽も吹き出しており、春の訪れを感じる季節となりました。  

       さて、冒頭挨拶として所信表明をさせていただきます。  

       我が国を取り巻く社会や経済情勢に目を向けますと、米国トランプ新政権の動

向や、中国を初めとするアジア新興国等の経済の先行き、また金融資本市場の変

動など、依然として不透明な状況にあります。とりわけ今年は３月以降も欧州の

主要国で議会選挙や大統領選挙が相次ぎ、政治情勢を中心に不確実性が高い年に

なるのではないかと思っているところであります。  

       一方、国内に目を向けますと、消費者物価は横ばいではありますが、個人消

費・輸出・生産が持ち直しの動きを見せ、雇用情勢は改善、景気は緩やかな回復

基調が続いているようであります。  

       政府はデフレからの脱却を確実なものとし、経済再生と財政健全化の双方を同

時に実現するため、経済財政運営やニッポン一億総活躍プランなどを着実に実施

するとともに、しっかりと成長していく道筋をつけるため、未来への投資を実現

する経済対策を実施するものとしています。  

       国の平成２９年度予算フレームでは、歳入面は税収を５７兆７，０００億円と

見込み、プライマリーバランスを対前年度と同額としていますが、国と地方を合

わせた債務残高が２９年度末に１，１１９兆円に達すると言われ、依然として厳

しい財政状況が続いています。  

       県では、厳しい財政環境を反映し、一般会計の予算総額を前年度比２．３％減

と平成１０年度以降で最小の規模としております。最終２カ年行政改革プランを

基本に行財政全般にわたる改革に取り組み、平成３０年度を目標とする財政では、

プライマリーバランスを図るとともに、職員数を平成１９年度と比較して３０％

削減を実行すると厳しい行財政運営を進めるとしています。  

       一方、直面する課題である人口の社会減への対策、高齢化問題などを見据えな

がら、事業の選択と集中を徹底し、市町との連携・協調のもと、活力を保ち魅力

ある地域創生を前進させるとしていますが、市町への医療・介護などの福祉施策

は大きく影響を受けることが想定されます。  

       このような中、本町では、国・県の施策の動向を注視しつつ、第５次総合計画

の実現と福崎町総合戦略の取り組みを進めるとともに、行政改革の不断の取り組

みと実行等により、人口減少、少子高齢社会であっても、創意と工夫で輝くまち

を築いていくためにも、本年を基調として、３本の未来像を目指し、また、議員

の皆様からいただきましたご意見等をできるだけ反映し、予算編成を行いました。  

       一般会計の予算総額は８７億円で、前年度において国の経済対策によりまして、

ＪＲ福崎駅周辺整備が予算的に大いに進捗しました。このことを受け、新年度は

ほぼ計画どおりの予算計上となり、当初予算において、対前年度比８億３０，０

００万円の減、率として８．７％の減となりました。  

       国は大きく社会保障制度の見直しを進めています。特別会計の国民健康保険事

業では、平成３０年度から県が財政運営の責任を担う主体となります。後期高齢

者医療事業では、平成３０年度、３１年度の新たな料率改正に向けた準備の年に

なります。  

       介護保険事業では、平成３０年度から３２年度、３年間の第７期事業計画を策

定する年となります。国は、低所得者以外については利用者負担増へと向かって

おり、とりわけ２９年度は平成３０年度の保険制度改正に向けて対応しなければ

ならない重要な１年となります。  
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       下水道事業は、主要施設のトップマネジメント計画の策定とコミュニティプラ

ントの下水道統合を進めてまいります。複雑な現場管理、事務事業の展開が余儀

なくされる中で、経済性を発揮し、公共の福祉を増進させるためにも、管理者の

設定を視野に検討を加えていきます。  

       参画と協働で調和のとれたまちづくりを進めるため、小さくても活力を感じら

れるまちへ、であります。  

       福崎駅周辺整備事業につきましては、平成３０年度の完成を目指し、物件補償、

用地買収を進め、駅南幹線などの道路整備や交通広場・交流広場の整備工事に着

手します。  

       また、都市再生整備計画事業によりまして、バスシェルターや観光交流センタ

ー等の施設整備も進めてまいります。これら駅周辺整備関連事業に約１０億５，

０００万円の予算を配分しております。  

       地域全体を見渡した持続可能な地域公共交通ネットワーク形成のため、地域公

共交通網形成計画を策定します。  

       農林業では、高岡・福田地区の圃場整備事業を推進し、商工・観光では、プレ

ミアム付なっ得商品券の発行増にあわせ、助成を拡大します。  

       地方活性化対策の妖怪については、柳田國男先生とのかかわりをより深め、地

方創生まちづくり計画の策定や、第４回妖怪造形コンテストに対応していきます。  

       また、県民センターのふるさと創生推進事業とあわせ、妖怪ベンチを観光拠点

各所に増設設置することとしています。  

       二つ目の未来像は、文化力あふれる風格あるまちへ、であります。  

       第１１回辻広場まつりは、本年も観光協会の観桜会と同時開催します。  

       山桃忌は、昨年、町制施行６０周年記念を冠に、井上通泰生誕１５０周年を記

念し、日韓学術会議などを開催しましたが、本年は、「女性の目から見た柳田國

男」をテーマに開催いたします。  

       第１期の工事が完了した県重要文化財三木家住宅（主屋）は、土曜日、日曜日、

祝日に、また、文化財保護強調月間の１１月の全ての日に公開をいたします。  

       地方創生推進交付金事業として、三木家の公開イベント、歴史民俗資料館の開

館３５周年記念として、辻川界隈活性化イベントを実施します。  

       耐震改修工事を終え、リニューアルした町民第１体育館では、トレーニング機

器の更新を、図書館では、住民の自主的な学習拠点として蔵書の充実に努めると

ともに、自習室の設置を計画しています。  

       また、播磨圏域連携中枢都市圏の連携事業として、マイナンバーカードで連携

市町の図書館が利用できるサービスを姫路市に引き続き開始しています。  

       三つ目の未来像は、住み続けたい未来へつなぐまちへ、であります。  

       子ども・子育て支援において、就学前教育・保育事業を公立４カ所、私立２カ

所の認定こども園で実施します。また、子育て世代包括支援センターにおいては、

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制を構築します。  

       小中学校では、施設の長寿命化計画策定のための調査業務を行います。また、

児童生徒教育用・教職員用パソコン及び教育用サーバの更新にあわせ、校務支援

システム等を導入し、教育環境の向上を図ります。  

       健康・医療の分野では、新たに未就学児に対し、インフルエンザの予防接種費

用と新生児の聴覚検診費用の一部助成を実施します。  

       なおかつ、要求度の高い小学校、中学校の児童生徒のインフルエンザワクチン

接種につきましては、予防費全体の中で費用が捻出できるよう検討を加えてまい

ります。  
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       平成３０年度から３２年度の障害福祉サービスにおける成果目標並びにサービ

ス見込量を定める第５期障害福祉計画を策定いたします。  

       防災・減災の分野では、高岡・福田地区で引き続き県の委託を受け、治水対策

を行います。また、近年の自然災害を踏まえ、防災力強化と減災を図るため、避

難所に指定している各小学校に井戸を設置します。昨年実施した、地震災害を想

定した図上訓練に引き続き、本年度は、兵庫県を初め各種の関係団体と連携し、

住民参加の総合防災訓練を実施します。できれば、各集落の自主防災組織もこの

総合防災訓練にあわせ、計画実施してほしいと望むものであります。  

       平成２９年度に取り組む各課ごとの主な事業でありますが、総務課につきまし

ては、地域に出向き、直接住民から意見をいただく行政懇談会を昨年に引き続き

実施し、町政施策への反映により、きめ細かい行政を目指します。  

       女性の持つ豊かな感性や生活体験を通した視点による率直な意見、提言を町政

に反映させるため、女性委員会の活動を引き続き進めます。  

       職員につきましては、時代の変化やニーズに対応した政策形成能力を高めるた

め、各種研修期間での研修や県との人事交流の充実に努めてまいります。  

       庁舎につきましては、空調設備の老朽化に対応するため、改修工事を進めてま

いります。  

       また、東日本大震災で大きな被害を受けました宮城県山元町へ２回目の職員派

遣を行い、復興事業を支援してまいります。  

       企画財政課につきましては、平成２８年度に創設された地方創生推進交付金制

度の活用を推進するとともに、福崎町の魅力を収集・管理し、町内外に発信しま

す。 

       健全な財政運営については、大型事業を進める一方で、中長期的な見通しを念

頭に置きながら、第５次行政改革実施計画に沿って、改革に取り組みます。  

       安定的な財政運営に努め、限られた財源を賢く使う取り組みを行うため、統一

的な基準による地方公会計の整備を進めてまいります。  

       税務課につきましては、各税目ごとの課税客体の的確な把握に努めます。個人

住民税、国民健康保険税では、未申告者の減少に努めます。法人住民税、償却資

産に係る固定資産税では税務調査を行い、適正な申告を目指します。  

       また、平成３０年度からの個人住民税の特別徴収義務化に向けて準備を進めて

まいります。  

       滞納管理システムを活用し、業務の効率化を図るとともに、税の公平性の確保

に向け、財産調査、納税相談等を継続して行い、滞納者の生活実態の把握に努め

ながら、適切な滞納整理を行います。債務承認・分納誓約などにより、時効の中

断を図りながら、差押・換価などの滞納処分を行うことにより、収納率の向上に

努めてまいります。また、滞納整理対策委員会におきましても、関係課と連携を

図りながら、引き続き滞納整理に取り組んでまいります。  

       地域振興課につきましては、福崎まつりや辻広場まつりを開催し、参画と協働

による地域の活性化に取り組むとともに、柳田國男の著書にちなんだ妖怪をテー

マとした造形コンテストを実施し、福崎町と柳田國男を全国に発信します。  

       また、自律（立）のまちづくり交付金事業を継続し、自治会の知恵と工夫を生

かした活動を通して、地域のつながりや自律（立）の力が育まれるよう支援しま

す。 

       商工業振興では、福崎町商工業振興基本条例の理念に沿って、福崎町商工会と

連携を密にし、町制度融資による支援、産業活性化緊急支援事業に加えて、創業

支援事業計画に基づく起業など、中小・小規模事業者の支援に取り組んでまいり
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ます。  

       特産もち麦につきましては、兵庫県や商工会など関係団体と連携した産地振興

や新たな町内業者への販路開拓など、普及促進に取り組んでまいります。  

       消費生活では、町民の皆さんが安心して暮らせるよう、消費生活相談の充実を

図るとともに、積極的に出前講座にも出向き、消費者被害の防止に取り組んでま

いります。  

       住民生活課につきましては、通学路の安全性の向上や防犯対策として、防犯灯

を増設していくほか、町が管理している既設の防犯灯のＬＥＤ化を昨年度に引き

続き進めます。また、カーブミラーの老朽化の把握と効率的な保守管理のため、

点検を行い、台帳整備を進めてまいります。  

       老朽化している駅前団地につきましては、福崎町公営住宅等長寿命化計画に基

づき、平成３０年度の建てかえに向け、実施設計を行います。町営住宅の家賃滞

納者につきましては、引き続き滞納整理対策委員会で協議しながら、滞納の減少

に努めてまいります。  

       ごみの減量化・資源化につきましては、広報誌やホームページを活用し、啓発

活動を行うとともに、集団回収への積極的な協力や、生ごみ減量化機器の利用を

推進します。  

       ゲリラ豪雨等、水害を想定した非常備消防団と町職員による水防訓練を実施い

たします。  

       健康福祉課につきましては、経済対策分として臨時福祉給付金は１人当たり１

万５，０００円を支給します。  

       福祉医療費助成事業では、県の最終２カ年行政改革プランにより、老人医療費

助成事業は平成２９年６月末で廃止され、高齢期移行助成事業が２９年７月に創

設される予定であるため、これに伴う改正を行います。  

       子育て世代包括支援センター事業では、保育教諭や保育士等、子育て世代の支

援者が、育児に関するさまざまな悩み等に円滑に対応できるよう、情報共有や支

援内容の理解を深めるため、子育て世代支援者連絡会を設置し、連携強化を図っ

てまいります。  

       食育の推進につきましては、子どもから大人まで、より楽しく食育への関心を

高めていただくため、いすに座った状態で踊れる、新・福崎ごちそうサン体操を

含むＤＶＤをミニデイ事業などに活用いただくことで、広く町民の健康づくりを

進めてまいります。  

       国民健康保険事業では、広域化に向けたシステム改修整備等を行います。また、

納付金の算定方式が３方式へ移行するため、資産割の割合を２９年度から段階的

に引き下げ、保険給付費の伸びに対応するよう、税率改正を行います。  

       後期高齢者医療事業では、保険料軽減特例措置の見直しが行われ、２９年度か

ら所得割と均等割の軽減割合が段階的に変更されます。  

       介護保険事業では、２９年度は低所得者の保険料軽減措置を、現行の第１段階

の方については継続いたします。  

       新総合事業として、要支援１・２の方の訪問介護・通所介護につきましては、

受け入れを行い、４月から地域支援事業に移行して行ってまいります。  

       農林振興課につきましては、農業委員会では、新しい体制により、福崎町にあ

った組織づくりを目指し、許認可業務のほか、農地利用最適化推進業務を通じ、

耕作放棄地対策や担い手への農地の利用集積を進めてまいります。  

       農政関係におきましては、引き続き、経営所得安定対策を進めるとともに、日

本型直接支払制度による農業の持つ多面的機能の維持を図ります。また、平成３
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０年度以降の米政策の見直しを控え、情報の共有や意見交換を行い、見直し後も

地域の米づくり・水田利用について、取り組みを円滑に進めていきます。  

       各集落において、地域の農業を地域の皆様で考え取り組んでいただく、人・農

地プランの策定をさらに推進します。また、多面的機能支払交付金事業の農地維

持支払いに取り組む活動組織におきましては、平成３１年度まで、地域資源保全

管理構想の策定が義務づけられておりまして、未策定の集落に対し、取り組みを

推進してまいります。  

       福崎町特産のもち麦につきましては、もち麦産地振興協議会による、もち麦の

可能性を考えるフォーラムや、大学との連携などを通して、もち麦の健康機能性

を生かしたブランド戦略を進めてまいります。  

       ため池整備事業では、震災対策として、桜上池に続き、板坂三谷池、山﨑直谷

池について、順次防災減災事業を進めてまいります。  

       有害鳥獣対策は、防護柵設置の推進とともに、地元集落や農業者協力のもと、

猟友会による捕獲体制の強化を図ります。  

       国土調査では、山林の地籍調査を引き続き推進してまいります。  

       まちづくり課につきましては、福崎駅周辺整備事業では、駅南幹線や県道甘地

福崎線、交通広場等の整備を進めてまいります。辻川界隈におきましても、観光

交流センターや観光地にふさわしい道路整備等を進めてまいります。  

       橋梁長寿命化修繕計画に基づき、西治長野線の西谷川の橋梁架け替えのほか、

５橋の架け替え、補修設計業務と４２橋の点検、定期点検を実施してまいります。  

       総合治水対策では、高岡・福田地区のイマ谷池下流水路整備を行います。  

       空き家等の適正な管理に関する条例に基づき、空き家対策のための協議会を設

置し、特定空き家に対し、指導・助言を行ってまいります。  

       上下水道課につきましては、水道事業では、安全で安心な水を安定して供給す

るために、東部工業団地配水池への送水管更新や、大門石引線への配水管敷設を

進めます。また、耐震性が不足している福崎工業団地配水池につきましては、更

新に向けて詳細設計に着手します。  

       下水道事業では、市街地の浸水対策を図るため、駅東雨水幹線や川すそ雨水幹

線の整備を推進します。  

       福崎工業団地・企業団地では、汚水管渠や水道配水管敷設跡の舗装本復旧工事

を進めます。また、長目地区コミュニティプラントは公共下水道への接合を進め、

工事の詳細設計に着手します。  

       公営企業会計に移行して１年が経過する下水道事業会計につきましては、一般

会計からの補助を受けながら、財政基盤の強化を図り、安定した経営を持続して

まいります。  

       学校教育課につきましては、小中学校に学校教育指導員、不登校指導員、学習

支援員、介助員、スクールカウンセラーを引き続き配置するとともに、平成２９

年度から福祉の視点でサポートするスクールソーシャルワーカーを配置し、教育

課題の解決に取り組んでまいります。  

       幼少、小中の連携により、小１プロブレム、中１ギャップへの対応の取り組み

をさらに進めるとともに、中学校英語教師による小学生への英語授業に取り組ん

でまいります。  

       児童生徒の国際理解教育と小学校の英語教育を推進するため配置している２名

のＡＬＴにより、新学習指導要領の平成３２年度改訂に向けた対応と本町の就学

前教育の特色づくりとして、公立幼児園でも英語活動を取り入れます。  

       安全で安心な学校給食に努めるとともに、食育推進計画に基づき、児童生徒の
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基本的な食生活・習慣・体づくりと、学校給食における地産食材の利用増進等に

より食育を推進します。  

       遠野市との友好都市共同宣言による交流事業として、児童生徒が遠野市へ訪問

し、子ども同士の交流を行い、両市町のきずなを深めるため、平成２９年度はそ

の準備を進めてまいります。  

       社会教育課におきましては、スポーツ公園の老朽化していたテニスコート２面

の改修を行い、利用者が安全で快適にスポーツ活動ができるよう努めてまいりま

す。 

       兵庫県指定文化財大庄屋三木家住宅は、主屋部分の公開を記念し、講演会・演

奏会・解説会等さまざまなイベントを行います。  

       第３８回山桃忌は、１日目には講演会やシンポジウムを、２日目には淡路人形

浄瑠璃を上演し、柳田國男生誕の地  福崎町を広く発信して行きます。  

       埋蔵文化財事業では、高岡・福田地区圃場整備事業北工区の分布・確認調査を

実施します。  

       学校の支援事業として、みんなで支える学校、みんなで育てる子どもをテーマ

に、登下校の見守り、補充教室や土曜チャレンジ教室などの支援活動を引き続き

実施します。  

       文化センターでは、各種講演会やセミナーを幅広い分野で実施し、生涯学習の

拠点としての充実を図ってまいります。  

       エルデホールでは、昨年度に引き続き、３年計画で音響設備の更新を行います。  

       続きまして、今議会議案の概要について、説明をいたします。  

       議案第１号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認については、現議

員が４月３０日に任期満了となるため、対象選挙区から推薦された組合議員の就

任について、議会の同意を求めるものであります。  

       議案第２号、福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例については、上位法令の改正により、育児

休業に係る要件の緩和等がされたことに伴い、福崎町職員の育児休業等に関する

条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例を改正するものです。  

       議案第３号、福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例については、特別職報酬審議会からの答申等を受け、交通指導員の報

酬を改正するものです。  

       議案第４号、福崎町町税条例等の一部を改正する条例については、消費税の増

税期日延長に伴い、軽自動車税環境性能割等の導入期日を延期するものです。  

       議案第５号、福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

については、し尿くみ取りについて、１０リットル単位で手数料を定めているも

のを仮設便所については、１基ごとに手数料を徴収する改正です。  

       議案第６号、福崎町防災備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例については、福崎町第３防災備蓄倉庫を新設するのに際し、福崎町防災備

蓄倉庫の設置に関する条例に、福崎町第３防災備蓄倉庫を加え、その設置につい

て規定するものです。  

       議案第７号、福崎町消防団条例の一部を改正する条例については、団員手当を

分団交付金として分団に支給しているものを、団員報酬として個人に支給するよ

うに改正するものです。  

       議案第８号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例については、県

の老人医療費助成事業が廃止され、新たに高齢期移行助成事業が創設されること

から、福崎町福祉医療費助成条例を改正するものです。  
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       議案第９号、福崎町在宅老人介護手当支給条例の一部を改正する条例について

は、在宅老人介護手当の支給について、介護者の定義を明確化し、受給資格停止

期間を規定、受給権消滅期間の延長を行う改正です。  

       議案第１０号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例については、介護認

定審査会の設置及び委員の任期を加える改正と、消費税の増税期日延長に伴い平

成２９年度の介護保険料率を反映する改正です。  

       議案第１１号、福崎町開発事業等調整条例の制定については、太陽光発電施設

などの開発行為等で、関係住民への説明会開催や住民からの要望書に対する回答

を義務づける等の条例制定です。  

       議案第１２号、福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例については、福崎駅前駐車場を廃止し、新たに福崎駅前西駐車場

と、福崎駅前東駐車場の設置について規定するものです。  

       議案第１３号、福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する条例について

は、工業用水道料金を改正するものです。  

       議案第１４号、平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）については、

既定の総額から８億２，７９０万円を減額し、９１億８，１００万円とするもの

です。減額の主なものは、ＪＲ福崎駅周辺整備事業の実績見込みによる減、地方

創生拠点整備事業の不採択による減などであります。  

       議案第１５号、平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）については、既定の総額から１４０万円を減額し、２３億１，０００万円と

するものです。  

       議案第１６号、平成２８年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

３号）については、既定の総額に４４０万円を追加し、２億４，１４０万円とす

るものです。  

       議案第１７号、平成２８年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

については、既定の総額から５，９３０万円を減額し、１６億８６０万円とする

ものです。  

       議案第１８号、平成２８年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）について

は、収益的収入及び支出の収入計は変えず、支出計を３億８，８００万円とし、

資本的収入及び支出では、収入計を変えず、支出計を１億６，８３０万円とする

ものです。  

       議案第１９号、平成２８年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第２号）に

ついては、資本的収入及び支出の収入計を３，０９０万円、支出計を３，８３０

万円とするものです。  

       議案第２０号、平成２８年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

ては、収益的収入及び支出は、収入計を１１億７，８２０万円、支出計を１１億

５，１６０万円とするものです。資本的収入及び支出は、収入計を３億５，９１

０万円、支出計を６億７，５９０万円とするものです。  

       議案第２１号、平成２９年度福崎町一般会計予算については、総額を８７億円

としています。主な事業については、予算に関する説明書に主要事業として、拡

充、新設、行革などを明示しながら一覧表としていますので、ご参照ください。  

       議案第２２号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算については、

総額を２３億４，２００万円としています。  

       議案第２３号、平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

は、総額を２億４，５４０万円としています。  

       議案第２４号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計予算については、総
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額を１６億９，９６０万円としています。  

       議案第２５号、平成２９年度福崎町水道事業会計予算については、給水個数７，

８００戸、年間給水量２４４万６，０００立米とし、収益的収入及び支出は、収

入４億４，３４０万円で、支出は４億２，７２０万円です。資本的収入及び支出

は、収入１，１３０万円で、支出は１億８，８７０万円です。  

       議案第２６号、平成２９年度福崎町工業用水道事業会計予算については、給水

事業所数３０事業所、年間給水量５８万４，０００立米とし、収益的収入及び支

出は、収入４，９３０万円で、支出は４，７００万円です。資本的収入及び支出

は、収入はなく、支出は９２０万円です。  

       議案第２７号、平成２９年度福崎町下水道事業会計予算については、接続件数

５，３００件、年間総処理水量２４０万立米とし、収益的収入及び支出は、収入

１０億９，６５０万円で、支出は１０億６，５６０万円です。資本的収入及び支

出は、収入４億６０万円で、支出は７億１，７５０万円です。  

       議案第２８号、福崎町道路線の廃止及び認定については、道路法の規定に基づ

き、終点を変更し、新たに２級２５５号線として認定することについて、議会の

議決を求めるものであります。  

       議案第２９号、神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約については、

議案第１０号と関連した改正で、規約に介護認定審査会の委員の任期を加える変

更であります。  

       以上、人事案件が１件、条例改正１１件、条例制定１件、予算案件で補正予算

が７件、当初予算が７件です。その他の案件として１件、規約改正１件の全２９

件を上程しています。  

       詳細説明につきましては、副町長、公営企業参事ほか担当課長が行いますので、

よろしくお願い申し上げまして、所信表明といたします。  

議    長  ただいま、町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。  

       ここでしばらく休憩をいたします。再開は１０時４５分といたします。  

◇ 

休憩 午前１０時２８分  

再開 午前１０時４５分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。  

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、議案によっては複

数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知をお願いいたします。  

 

日程第４ 議案第１号  市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

 

議    長  日程第４、議案第１号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認につい

てを議題といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

副 町 長 議案第１号について、ご説明申し上げます。  

       本年４月３０日に任期満了となります市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員

の選出を行うため、組合規約第６条及び第９条の規定に基づき、田原、八千種、

福崎地区の各選挙区から推薦された方について、議会の同意を求めるものであり

ます。  

       本組合は、市川町、福崎町、姫路市、加西市で組織し、関係市町の共有する土

地の維持管理に関する事務を共同処理しています。この組合議員の定数は５０人

で、関係市町の長４名と残りの４６名は入会権のある地区より１名ずつ推薦され、
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各市町議会の同意を得て就任することとなっており、任期は４年です。福崎町の

選挙区は、議員定数は１８人で、田原地区１２人、八千種地区５人、福崎地区１

人となっています。議案第１号資料には、この組合の概要について添付しており

ますので、ご参照ください。  

       提案させていただく方々は、記以下の方々で、氏名のみ朗読させていただきま

す。 

       井奥廣伸氏、三村明弘氏、松岡詳典氏、德永和正氏、髙岡正明氏、藤井良信氏、

繁内幹夫氏、長谷川尚志氏、駒田富男氏、梶原眞次氏、古田裕康氏、黒田義孝氏、

青田義人氏、水田隆仁氏、谷岡正也氏、内藤守氏、吉識定和氏、水谷正美氏、以

上の１８人を推薦しています。いずれの方も識見を兼ね備えた適任者であります

ので、ご同意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

日程第５ 議案第２号  福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に  

           関する条例の一部を改正する条例について  

日程第６ 議案第３号  福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す  

           る条例について  

 

議    長  次、日程第５、議案第２号、福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について及び日程第６、議

案第３号、福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例についてを一括議題といたします。両議案に対する詳細なる説明を求めま

す。 

総 務 課 長 議案第２号、議案第３号について、説明をいたします。  

       初めに議案第２号、福崎町職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例について、ご説明いたします。議案第

２号資料の１ページをごらんください。  

       今回、地方公務員の育児休業等に関する法律、人事院規則及び児童福祉法の改

正により、福崎町職員の育児休業等に関する条例、職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正する必要が生じたため、改正するものでございます。  

       その主なポイント、五つについて、説明をいたします。  

       １点目は、非常勤職員の育児休業に係る要件の緩和でございます。非常勤職員

が育児休業を取得できる要件として、その対象となる子が２歳の誕生日が来る前

に任期が満了する職員は、育児休業を取得することができませんでしたが、期間

が緩和され、１歳６カ月までとなりました。  

       ２点目は、育児休業を取得できる、その対象となる子の範囲の拡大でございま

す。民法上で特別養子縁組の成立について、両親から裁判所に請求され、現在看

護期間中の子や、児童福祉法の里親制度により養親となることを希望され、養育

されている子については、法律改正により子についての範囲が広がりましたが、

そのほかこれらに準ずるものとして、条例で定めるとしており、条例では、いわ

ゆる養子縁組、里親として希望はしても、実の親から同意が得られなかったため、

養育里親として職員に委託された場合は、この範囲に加えるということで、つけ

加えております。  

       ３点目は、育児休業は３歳に達する日まで取得が可能でございます。その途中

で育児休業が終了した後であっても、条例で定める特別の事情がある場合は、３

歳に達する日まで再度育児休業を取得することが可能となりました。その特別の

事情として、特別養子縁組の成立に係る家事審判事件の終了、特別養子縁組が成
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立しなかった場合、そういった場合も加えるものでございます。  

       ４点目は、部分休業と介護時間の時間数調整についてでございます。現在、部

分休業は小学校就学に達するまでの子を養育する場合、１日２時間を超えない範

囲で休むことができます。また、介護時間は配偶者等の介護が必要となった場合、

３年の期間、１日２時間を超えない範囲で休むことができます。保育時間に着い

ては、生後１年に達しない子を育てる職員が、１日２回、３０分以内で時間休が

取れることとなっていますが、職員がそれぞれの休暇を同一日に取得する場合は、

その合計時間を合わせて２時間までとすることとしています。  

       ５点目は、児童福祉法第６条の４が改正され、養子縁組里親が定義づけられた

ことによる文言修正でございます。  

       資料２ページをお開きください。福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部

改正第１条関係でございます。第２条の改正は、先ほど説明いたしました１点目

の非常勤職員の育児休業に係る要件の緩和及び条文整備による改正でございます。

新たに第２条の２を加え、２点目の育児休業等に係る子の範囲の拡大を追加して

おります。  

       ３ページをお開きください。第２条の２は第２条の３と改め、文言整理による

改正を加えております。  

       ４ページをお開きください。第３条の改正は、３点目の子の範囲拡大に伴う再

度の育児休業等ができる特別の事情等の追加でございます。  

       ５ページをお開きください。第１０条の改正は、育児短時間勤務として、小学

校就学の始期に達するまで、常勤職員のまま勤務時間を短くして子どもを養育す

るための制度がありますが、１度短時間勤務を取得した後でも、条例で定める特

別の事情がある場合は、小学校就学の始期に達するまで、その制度を再取得する

ことができます。その特別の事情として、育児短時間勤務の承認が取り消された

後、その承認に係る子が死亡または養子縁組等により職員と別居することとなっ

た場合等を加えるものでございます。第１７条の改正は、条文整備に係る改正で

ございます。  

       ６ページをお願いします。第１８条の改正は４点目の改正で、部分休業、介護

時間、保育時間を同一日に取得する場合は、その合計時間を２時間までとするも

のです。  

       資料６ページの福崎町職員の育児休業に関する条例の一部改正第２条関係と、

資料７ページ、職員の勤務時間休暇等に関する条例の一部改正第３条関係は、５

点目の児童福祉法改正による引用条文の修正など条文整備による改正となります。  

       第１条関係は公布の日から、第２条、第３条関係は平成２９年４月１日から施

行いたします。  

       第３号議案を説明させていただきます。議案第３号、福崎町非常勤の職員の報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、説明をいたします。  

       昨年、特別職報酬等審議会を開催し、その答申の附帯意見の中で、交通指導員

の報酬について、児童生徒等の交通安全確保のため重要な職務とは認識するが、

その活動、職責に見合った報酬という観点から引き下げが望ましいという回答を

いただきました。その後、役場と交通指導員と協議を重ね、現状では生徒の登校

時間の１時間程度の交通指導であることから、現在年間９０万円の報酬を、日額

２，０００円に改正するものでございます。附則で、平成２９年度は日額３，５

００円、平成３０年度は日額２，５００円としています。  

       以上、議案第２号、議案第３号の説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご

賛同いただきますよう、よろしくお願いをいたします。  
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日程第７ 議案第４号  福崎町町税条例等の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第７、議案第４号、福崎町町税条例等の一部を改正する条例についてを議

題といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

税 務 課 長 議案第４号、福崎町町税条例等の一部を改正する条例について、ご説明いた

します。  

       今回の条例は、昨年６月の第４６７回定例会で承認いただいた専決処分、福崎

町町税条例の一部を改正する条例の一部を改正することが主な内容となっていま

す。 

       昨年６月の改正条例は、消費税率を平成２９年４月１日に８％から１０％へ引

き上げることを前提としたものでした。既にご承知のとおり、この引き上げは平

成３１年１０月１日まで延期されていますので、改正条例の対応部分も延期また

は延長する必要が出てきたため、地方税法や同法施行規則など、上位法令の改正

に基づき、今回、再度改正するものです。  

       改正部分は、議案第４号資料２ページから２２ページまでの新旧対照表のとお

りですので、ご参照ください。  

       改正内容については、６月議会で詳細説明をし、ご承認いただいておりますの

で、今回は省略し、施行期日の延期、適用期間の延長関係についてのみ、ご説明

させていただきたいと思います。ご了承ください。  

       それでは、議案第４号資料１ページをごらんください。消費税引き上げ延期に

伴う各種施策の施行時期の延期または期間の延長についてお示ししています。  

       一番上は消費税率の引き上げ延期です。昨年６月１日、安倍晋三内閣総理大臣

が、消費税の８％から１０％への引き上げ延期を表明したのを受け、社会保障の

安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正

する等の法律等の一部を改正する法律が成立し、引き上げ時期を平成２９年４月

１日から、平成３１年１０月１日に２年半延期することとなっています。  

       ２段目は法人町民税の税率引き下げの延期です。地域間の税源の偏在性を是正

し、財政力の格差の縮小を図るため、法人町民税の税率を引き下げ、その引き下

げ分を地方交付税原資とするものです。消費税率引き上げ延期にあわせて、平成

２９年４月１日から平成３１年１０月１日に２年半延期します。  

       ３段目は軽自動車税の環境性能割創設の延期です。消費税１０％段階で自動車

取得税を廃止し、軽自動車税に環境性能割を創設するとしていましたが、消費税

率引き上げ延期にあわせて、平成２９年４月１日から平成３１年１０月１日に２

年半延期します。平成３１年１０月１日からは、自動車取得税にかわって、環境

性能割が賦課されるようになります。  

       ４段目は軽自動車税の種別割への名称変更の延期です。消費税１０％段階で軽

自動車税を種別割と名称変更するとしていましたが、消費税率引き上げ延期にあ

わせて、平成２９年４月１日から平成３１年１０月１日に２年半延期します。実

際の賦課は平成３２年度から始まります。  

       一番下は住宅ローン控除の適用期限の延長です。消費税率５％から８％への引

き上げのときに、住宅建築に係る消費税額の増嵩を緩和するため、従来の控除額

上限引き上げと対象期間の延長を行い、現在に至っています。さらにこのたびの

１０％への引き上げ延期にあわせて、平成３３年１２月３１日居住開始のものま

で、２年半対象期間を延長します。  

       そのほか、上位法令の改正による文言の改正や参照条番号の改正など、幾つか
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の改正も同時に行います。  

       以上で、議案第４号の提案説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご賛同い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。  

 

日程第 ８ 議案第５号  福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例に  

            ついて  

日程第 ９ 議案第６号  福崎町防災備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の一部を改正する  

            条例について  

日程第１０ 議案第７号  福崎町消防団条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第８、議案第５号、福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改

正する条例についてから、日程第１０、議案第７号、福崎町消防団条例の一部を

改正する条例についてまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説

明を求めます。  

住民生活課長  議案第５号、福崎町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

について、説明いたします。  

       し尿に係る処理手数料については、１０リットル当たり５０円としており、仮

設便所につきましても同様の額としておりましたが、仮設便所のくみ取りについ

ては、くみ取り日時の指定があるため、臨時での対応となることや、１回のくみ

取り量も、一般家庭に比べて少量であるため、計画収集に比べると収集効率が悪

くなることから、仮設便所のし尿処理に係る手数料を別途定めるものでございま

す。 

       仮設便所は何カ月か使用される場合もあるため、撤去されるまでは中間くみ取

りとして、くみ取り量に関係なく１基２，０００円、撤去時については、最終く

み取りとして、量に関係なく１基３，０００円を新たに新設するものです。なお、

この条例は平成２９年１０月１日から施行します。議案第５号資料に新旧対照表

をお示ししておりますので、ご参照ください。  

       続きまして、議案第６号、福崎町防災備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について、説明いたします。  

       今回の改正は、現在、第１体育館東側に建設しております防災備蓄倉庫を、福

崎町第３防災備蓄倉庫とし、新たに加えるものでございます。なお、この条例は

平成２９年４月１日から施行します。議案第６号資料に新旧対照表と平面図など

をお示ししておりますので、ご参照ください。  

       続きまして、議案第７号、福崎町消防団条例の一部を改正する条例について、

説明いたします。  

       議案第７号資料の新旧対照表をごらんください。第１条につきましては、消防

組織法第１８条に消防団の設置、名称及び区域は条例で定めるとあることから、

「消防組織法の規定に基づき」の文言を加えております。  

       第１７条の消防団員の報酬については、本来はその額を条例で定める必要があ

りますが、現条例では、団長から分団長までについては、役員手当として年額を

定めております。また、分団の副分団長以下の報酬については、従来から分団交

付金として分団に支給しており、条例での報酬額を定めておりませんでした。こ

のことから、役員手当を報酬に改め、副分団長、班長、団員の報酬について、年

額５，０００円とする条例を加えるものです。  

       また、第１８条については、消防団員の旅費支給に関する規定がないことから、

福崎町職員等の旅費条例を準用する条文を追加するものでございます。  
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       なお、この条例は平成２９年４月１日から施行します。  

       以上、３議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願いいた

します。  

 

日程第１１ 議案第 ８号  福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について  

日程第１２ 議案第 ９号  福崎町在宅老人介護手当支給条例の一部を改正する条例について  

日程第１３ 議案第１０号  福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第１１、議案第８号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例に

ついてから、日程第１３、議案第１０号、福崎町介護保険条例の一部を改正する

条例についてまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説明を求め

ます。  

健康福祉課長  議案第８号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について、ご説

明申し上げます。  

       今回の改正は、県の最終２カ年行革プランにより、老人医療費助成事業が平成

２９年６月末をもって廃止となり、新たに高齢期移行助成事業が平成２９年７月

に創設されることに伴うものです。  

       議案第８号資料１ページをごらんください。  

       第２条では、主に条文中「老人」を「高齢期移行者」に置きかえます。第３条

では、旧条文第４条において、所得による支給制限の規定をうたっていましたが、

助成対象者として新たに表にまとめ、定義するものです。また、区分２には、要

件として要介護２以上を加えます。第４条では、支給区分の名称について変更を

行っています。附則として、この改正は平成２９年７月１日から施行するもので

す。また、既に高齢期移行者となっている者は、平成２９年７月１日から平成３

４年６月３０日までの間は、改正前の制度を適用します。平成２６年７月１日前

から高齢期移行者となっているものは、平成２６年改正前の制度を適用します。  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第９号、福崎町在宅老人介護手当支給条例の一部を改正する

条例について、ご説明申し上げます。  

       今回の改正は、在宅老人介護手当の支給について、曖昧な部分があった介護者

の定義を明確化し、受給資格停止期間の規定や受給権消滅期間の延長などを行う

ものです。  

       議案第９号資料１ページをごらんください。  

       改正の内容につきましては、１点目は第２条関係で、手当の受給者である介護

者の定義について、福崎町在住であり、同居またはこれに準ずる方と定義し、明

確化いたします。  

       ２点目は第１０条関係で、施設入所や医療機関に入院時、１カ月で資格が消滅

となっていまして、退院等のたびに関係者の再申請をお願いしなければならず、

負担軽減のため、９０日以上に延長します。  

       ３点目は第１１条関係で、施設入所や医療機関に入院時、９０日を超えない方

は１カ月の半数以上入所または入院したとき、当該月の受給資格を停止いたしま

す。 

       ４点目は第１２条関係で、旧条文第１４条、第１５条の資格喪失に係る２条に

わたる届出事項について、届や通知書様式を整理いたします。  

       附則として、この改正は平成２９年８月１日から施行するものです。  

       以上で説明を終わります。  
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       続きまして、議案第１０号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例につい

て、ご説明申し上げます。  

       今回の改正は、介護保険法施行令の一部を改正する政令に伴い、介護認定審査

会の設置及び委員の任期を定める条文を加える改正と、平成２９年度における第

１段階の保険料率を反映した文言の修正を行うものです。  

       議案第１０号資料１ページをごらんください。  

       改正の内容は、１点目が郡医師会に審査会委員の任期改正について検討いただ

いたところ、専門性を高めるには、現在の２年から３年にするほうが好ましいと

の観点から回答があり、条文を追加するものです。また、現在の委員の任期が平

成２９年３月３１日までのため、平成２９年４月１日から適用いたします。  

       ２点目は、消費税の引き上げに伴う公費投入により、平成２７年度と平成２９

年度の２回にわたり、低所得者の保険料軽減を実施する予定でしたが延期された

ため、２９年度は現行の第１段階の方への保険料軽減は継続することになり、そ

の文言を改正いたします。 

       附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行するものです。  

       以上で説明を終わります。３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。  

 

    日程第１４  議案第１１号  福崎町開発事業等調整条例の制定について  

    日程第１５  議案第１２号  福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条例  

                 の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第１４、議案第１１号、福崎町開発事業等調整条例の制定について及び日

程第１５、議案第１２号、福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例についての両議案を議題といたします。両議案に対する

詳細なる説明を求めます。  

まちづくり課長 議案第１１号、福崎町開発事業等調整条例の制定について、ご説明申し上げ

ます。  

       議案第１１号説明資料１ページをごらんください。概要をお示ししております。  

       今回の条例制定の目的と効果として、現在、開発行為は平成１１年に策定しま

した福崎町開発指導要綱により行政指導を行っておりますが、大規模な太陽光発

電施設や一定規模以上の建物の用途変更、開発に係らないワンルームマンション

などは、住民説明会などの実施義務はなく、周辺住民とのトラブルにつながる恐

れがございます。これらの新たな課題に対応するには、事前調整に必要な基準や

手続を定め、開発事業等を行う事業者に義務を課す必要がございます。このこと

により、土地利用の適正な誘導や良好な地域環境の形成につながることが期待さ

れます。  

       資料１ページの右下には、手続フロー図をお示ししております。  

       この条例では、兵庫県の開発行為の運用基準に町独自の基準を上乗せしており

ます。特徴といたしまして、条例の適用を受ける開発事業等は、フロー図の真ん

中の行の流れで示しておりますが、事業者は住民説明を行わなければなりません。

関係住民はその説明に対しまして、事業者に対し要望書を提出することができま

して、事業者は住民に対し、その対応を回答しなければならない、こういったこ

とを義務づけております。このことによりまして、トラブルを未然に防止しよう

としておるものでございます。  

       それでは、条例案に沿いまして、説明をさせていただきます。議案の条例案を
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ごらんください。  

       第１条は冒頭申し上げました目的でございます。  

       第２条は用語の定義を定めております。１項４号で開発事業等を定義しており

ますが、アは、県の開発基準どおりの規定となっております。イは、土地の切り

盛りを伴わず、開発行為にならない場合でも、一定の高さや面積の建物に条例を

適用いたします。ウは、一定規模以上の建物の用途を変える場合で、例えば店舗

を集会施設に変更する場合などがこれに当たります。エは、テレビ塔や携帯電話

の中継局などで、一定の高さ、面積以上の工作物、オは、ため池への設置も含め

た１，０００平米以上の太陽光発電施設、カは、１５戸以上のワンルームマンシ

ョン、キは、深夜営業を行うコンビニエンスストア等で、このカとキにつきまし

ては、犯罪防止の配慮が必要なことから、福崎警察署との協議も義務づけており

ます。  

       第３条は適用除外の規定です。非常災害時に応急措置や、国等が行う行為は適

用除外としております。  

       第４条から第６条は町・開発事業者・町民の責務をそれぞれ規定しております。  

       第７条は開発事業が土地利用基本方針等に適合するように計画しなくてはなら

ないことを定めております。  

       第８条は開発事業者が別表１に定める地域環境形成のための基準に従わなけれ

ばならないことを規定しております。  

       第９条は開発区域の境界確定、第１０条は公共公益施設整備の町への帰属でご

ざいまして、その整備基準について別表２に示しております。  

       第１１条は紛争の解決、第１２条は開発事業者が行う町との事前協議といたし

まして、１項１号の事業の必要性、２号の地域環境に及ぼす影響、３号の公共公

益施設の整備、４号の自然環境保護、５号の文化財保護について義務づけており

ます。  

       第１３条から１５条は冒頭申し上げました事業計画の住民説明、住民の要望書

提出、事業者の回答書の送付についての規定となります。  

       第１６条は第２条１項４号カの１５戸以上のワンルームマンション、キの深夜

営業店舗について、警察署との協議を義務づけております。  

       第１７条は防災施設の整備及び維持管理、防災協定についての規定でございま

す。 

       第１８条は第１２条の町との協議による開発事業等協定の締結を規定しており

ます。  

       第１９条は工事の着手について、第２０条は町長の指導・助言について、第２

１条は一連の台帳の公開について、第２２条から２４条は開発事業者が町の指導

に従わない場合等に町長の勧告・公表・立入調査権を規定しております。第２５

条は規則委任の規定でございます。  

       附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行いたします。  

       議案資料として、規則（案）を２ページから７ページに添付しております。規

則（案）では、県の開発基準をもとに開発区域の道路要件や安全施設及び排水設

備の整備基準、上水道、ごみ等について規定しておりますので、ご参照ください。  

       以上、議案第１１号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第１２号、福崎町ＪＲ福崎駅前駐車場の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。  

       福崎駅周辺整備の進展に伴い、現福崎駅前駐車場敷地は交通広場として整備す

ることから、その代替の月極駐車場及び駅周辺の利用者のために時間貸し駐車場
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として新たに駐車場を整備する必要があるため、条例の一部を改正するものです。  

       議案第１２号説明資料をごらんください。４ページに位置図をお示ししており

ます。町有地２カ所に整備を予定しております。  

       資料５ページは整備計画（案）でございます。福崎駅前西駐車場は約７０台、

福崎駅前東駐車場は約６５台を予定しております。  

       条例の改正内容につきましては、資料１ページの新旧対照表で説明をさせてい

ただきます。  

       第２条は福崎町ＪＲ福崎駅前第１駐車場と軽四輪自動車区画である福崎町ＪＲ

福崎駅前第２駐車場を廃止し、福崎町ＪＲ福崎駅前西駐車場と福崎町ＪＲ福崎駅

前東駐車場を設置いたします。  

       第８条は使用料です。新駐車場はゲート式の駐車場とするため、最初１時間は

１００円、１時間を超える１時間ごとにつき１００円で、１日最大４００円とい

たします。定期駐車は、駅からの距離や民間駐車場の料金設定を勘案して、１台

につき１カ月４，３２０円としております。定期駐車場の区画は時間貸し駐車場

と区分をいたします。  

       議案の２ページ目にお戻りください。附則としまして、この条例は平成２９年

４月１日から施行いたします。また、経過措置として、福崎駅前西駐車場は、平

成２９年７月１日から供用開始予定で、現在、駅前駐車場を利用している方で、

希望される方については、３カ月間引き続き使用していただける経過措置を設け

ております。  

       以上で議案第１２号の説明とさせていただきます。  

       両議案ともよろしくご審議を賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。  

 

日程第１６ 議案第１３号  福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第１６、議案第１３号、福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

公営企業参事  議案第１３号について、ご説明申し上げます。  

       本町の工業用水道につきましては、福崎工業団地の造成にあわせて開発事業者

が整備したものを、昭和５２年に本町が移管を受けたもので、その後大きな設備

投資もなく、事業を運営してきました。  

       近年になり、送配水管敷設区域において施行されました西治地区圃場整備や、

福崎工業団地の下水道面整備にあわせて老朽管の更新を進めました。これにより

まして、今後、減価償却費や支払利息などの費用が発生してくることとなります

が、工業用水道事業会計は十分な内部留保資金を確保している状況ではありませ

ん。したがいまして、今後とも健全な事業経営と水の安定供給を維持していくた

めには、料金改定が必要不可欠であるため、このたび条例改正を行おうとするも

のです。  

       議案第１３号説明資料をごらんください。１ページをごらんください。  

       条例の料金部分を抜き出した新旧対照表です。料金体系は基本料金、従量料金、

超過料金としており、４０％以下での料金改定で検討した結果、基本料金を１５

円から２１円に、従量料金を１０円から１４円に、超過料金を３５円から４８円

にそれぞれ改定しようとするものです。  

       資料２ページをごらんください。この資料は平成２７年度決算の使用水量を例

にとって改訂後の料金単価を当てはめて試算したものです。上段は各使用者の使
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用水量、下段は現行料金による決算額、改定料金による試算額とその比較をお示

ししています。使用料合計では年間約９００万円の増収、改定率としては３８．

９２％となっております。  

       次に、議案の次のページ、条例（案）をごらんください。附則におきまして、

施行期日は平成２９年４月１日、経過措置として、施行日から４月３０日までに

確定した料金については従前の料金とすることを規定しております。  

       このたびの料金改定に当たっては、平成２７年度に今後１０年間の財政計画を

策定し、必要な改定率等を試算いたしました。今年度は料金改定に向けて、使用

者である福崎工業団地協議会の構成事業所やゴルフ場と協議を重ね、了承を得る

とともに、上下水道事業審議会を設置して、料金改定について諮問し、１月２７

日には改定率は４０％以下とすることが妥当であるとの答申を得ました。  

       また、工業用水道料金については、経済産業大臣の承認を受ける必要がありま

すので、経済産業省との協議を行い、２月３日付で変更承認を受けております。  

       以上、議案第１３号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますよう、お願いをいたします。  

 

日程第１７ 議案第１４号  平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）について  

 

議    長  日程第１７、議案第１４号、平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）

についてを議題といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  議案第１４号、平成２８年度福崎町一般会計補正予算（第４号）について、ご

説明申し上げます。  

       補正内容としましては、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８億

２，７９０万円を減額して、補正後の予算総額を９１億８，１００万円とするも

のであります。歳入歳出予算の内訳につきましては、第１表にお示しをしており

ます。また、補正後の予算の一部につきましては、翌年度に繰り越しして使用す

るため、繰越明許費を設定しております。  

       まず、歳入歳出予算の補正の概要につきまして、第１表でご説明申し上げます

ので、議案の３ページをお開きください。  

       歳出補正の主なものは、認定こども園費では、人事院勧告を踏まえた公定価格

と保育士の処遇改善等加算の増加及び国の多子軽減制度の適用により、私立認定

こども園施設給付費負担金の１，８３０万円の増額補正を、減額補正の大きな要

因は、土木費、福崎駅周辺整備費で、事業費総額４億４，０５０万円の減額と、

１２月補正に計上し、国へ交付金申請をしました地方創生拠点整備事業の交付対

象事業で不採択となりましたもちむぎのやかたとエルデホールの事業、合わせて

１億２，０００万円の減額であります。  

       一方、１ページ、２ページの歳入では、先ほどの歳出の増減に伴いまして、そ

れぞれの財源を構成するとともに、町税は町民税の所得割で６８０万円、法人税

の税割で１，８００万円の減を見込み、町税全体で１，９２０万円の減収見込み

であります。また、繰越金は平成２７年度決算の実質収支額１億５，２０８万９，

０００円の残余８，６０６万９，０００円及び普通交付税確定分の残余３，１２

８万円を計上しております。この結果、補正後予算で財政調整基金から８，３９

０万円を取り崩すこととしておりましたが、取り崩しをやめ、生じる剰余見込額

につきましては、財政調整基金に５，０５０万円を積み立てる補正予算としてお

ります。  

       それでは、事項別明細書によりまして、ご説明いたします。  
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（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       次は議案にお戻りください。  

       第２条は繰越明許費でございます。議案の４ページをお願いいたします。  

       戸籍住民台帳費の個人番号カード関連事務事業で１４８万円と、農業費の地方

創生拠点整備事業で、交付対象事業で採択されたもち麦の恵みで地域農業ジャン

プアップ！６次産業化加工所整備事業４，６００万円、都市計画費の福崎駅周辺

整備の補助事業で４億７，２００万円、同じく、補助事業と一体として行う単独

事業で１，０００万円、都市再生整備の補助事業で２億９，４００万円の５事業

で、合計８億２，３４８万円を翌年度に繰り越しする予定であります。  

       以上、議案第１４号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますよう、お願い申し上げます。  

 

日程第１８ 議案第１５号  平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３  

             号）について  

日程第１９ 議案第１６号  平成２８年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３  

             号）について  

日程第２０ 議案第１７号  平成２８年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）に  

             ついて  

 

議    長  日程第１８、議案第１５号、平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）についてから、日程第２０、議案第１７号、平成２８年度福崎

町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）についてまでを一括議題といたしま

す。各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

健康福祉課長  議案第１５号、平成２８年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１４０万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を２３億１，０００万円とするものです。  

       議案第１５号説明資料１から６ページにお示ししておりますので、ご参照くだ

さい。  

       まず、資料４ページをごらんください。保険給付費の月別状況です。歳出の大

部分を占める療養給付費は、３月から１２月は実績、１月、２月は推計し、実績

見込みによる補正によるものです。一般と退職に分けていますのは、それぞれの

療養給付費に対して、歳入の財源構成が異なるためです。  

       左の欄の全被保険者数は、４月４，６６３人、１月では４，３４４人と３１９

人減少しています。一般分は１月４，２２７人で、４月から２６６人減少、退職

者分は１１７人で５３人減少しています。  

       療養給付費の見込みは、一般分では補正後予算額１１億８，５００万円で、７，

０００万円の増額、退職分は３，５００万円の見込みで、１，５００万円の減額、

高額療養費は、一般分は補正せず、退職分は４５０万円の見込みで、５１０万円

の減額を見込んでいます。  

       資料２ページをごらんください。歳出の勘定表です。３月補正額案の列をごら

んください。保険給付費は先ほどの給付状況により、合計４，４８３万円の増額、

後期高齢者支援金から保健事業費までの各項目は、実績及び見込みにより補正す

るもので、共同事業拠出金は高額医療費に係る拠出金で、互助事業であり、県全

体で見ると医療費が低かったため、３，３８０万３，０００円を減額いたします。

保健事業は、データヘルス計画策定委託料の入札減や、特定健診委託料等の実績
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見込みにより、６４３万５，０００円を減額するものです。  

       資料１ページをお願いいたします。歳入では、保険税は現年度医療分で９５％、

退職者分で９８．５％の徴収率を見込んでいます。国庫支出金から県支出金まで

は実績見込み及び確定した交付額により、それぞれ補正します。共同事業拠出金

は、５，４２６万７，０００円減額いたします。繰入金については、保険基盤安

定繰入金は最終予算額７，８７５万２，０００円で、２５５万２，０００円の増

となっております。その他一般会計繰入金につきましては、６，５３２万６，０

００円となり、３２４万７，０００円の減を見込んでおります。基金繰入金は１

２月に２，５７０万円の基金取り崩しを行っております。こちらは高額療養費増

のため、また、国庫金等の過年度返還金が決定したことによるものですが、この

たび１，２３０万円の増額をし、最終の繰入額は３，８００万円を計上しており

ます。  

       議案書に戻っていただき、事項別明細書でご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

議    長  説明の途中ですが、しばらく休憩をいたします。休憩後、議案第１７号から進

めたいと思います。再開は１３時といたします。  

◇ 

休憩 午後０時００分  

再開 午後１時００分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。議案の説明を続けてまいりたいと思います。  

       議案第１７号、福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について、説

明を求めます。  

健康福祉課長  議案第１７号、平成２８年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５，９３０

万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１６億８６０万円とするものです。  

       議案第１７号説明資料１ページから４ページにお示ししておりますので、ご参

照ください。  

       まず、資料３ページをお開き願います。  

       ６５歳以上の人口推移は２８年４月末で５，２８８人、１２月末では５，３１

０人で、２２人の増となります。高齢化率は２７．２％です。要介護認定者は４

月末で９３９人、１２月末９０２人で、３７人の減となり、右上の表では介護度

別で見ますと、要介護１が多く１６８人、１８．６％を占めています。今回の補

正では、平成２８年度内のグループホームワンユニット増等の見送りがあったた

め、介護基盤緊急整備等臨時特例交付金の減額が大きく、全体で５，９３０万円

の減額をお願いするものです。  

       それでは、議案書の事項別明細書で主なものを説明いたします。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       議案第１５号から第１７号までの３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。  

 

日程第２１ 議案第１８号  平成２８年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）について  

日程第２２ 議案第１９号  平成２８年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第２号）  
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日程第２３ 議案第２０号  平成２８年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）について  

 

議    長  日程第２１、議案第１８号、平成２８年度福崎町水道事業会計補正予算（第２

号）についてから、日程第２３、議案第２０号、平成２８年度福崎町下水道事業

会計補正予算（第２号）についてまでを一括議題といたします。各議案に対する

詳細なる説明を求めます。  

公営企業参事  議案第１８号から第２０号、公営企業３会計の補正予算についてご説明させて

いただきます。  

       まず、議案第１８号は水道事業会計の補正予算（第２号）でございます。議案

の次のページをごらんください。  

       補正予算第２条は収益的収入及び支出の予定額です。収入は補正せず、支出の

水道事業費用を１，４４５万４，０００円減額し、３億８，８００万円といたし

ます。  

       補正予算第３条は資本的収入及び支出の予定額です。収入は補正せず、支出の

建設改良費を２，０００万円減額し、１億６，８３０万円といたします。  

       なお、予算第４条の本文括弧書き中、資本的収入額は資本的支出額に対し不足

する額は１億５９０万円を８，５９０万円に改め、その補填額について、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額は１，１４４万２，０００円を９９６

万５，０００円に、過年度分損益勘定留保資金は９，４４５万８，０００円を７，

５９３万５，０００円にそれぞれ改めます。  

       次の次のページ、水補１ページ、２ページには、本補正予算の実施計画を添付

しておりますが、詳細説明につきましては、議案第１８号説明資料の方をごらん

ください。  

       上段、収益的収入及び支出の支出でありますが、水道事業費用は原水及び浄水

費の修繕費や動力費、薬品費で１，０２１万４，０００円減額いたします。配水

及び給水費では、賃金から委託料への振りかえや実績見込みによる減額で６７０

万円減額いたします。営業外費用、消費税は、今回、建設改良費を減額補正する

ため、控除すべき課税仕入れに係る消費税が減少し、納税額が増加する見込みで

２４６万円追加いたします。  

       資本的収入及び支出の支出では、建設改良費で２，０００万円減額いたします。

要因は大門鍛冶屋線舗装本復旧工事や消火栓設置工事など、入札による落札減で

不用額が生じたことによるものです。  

       議案にお戻りいただきまして、その他の説明書として添付しておりますのをご

説明申し上げます。  

       水補４ページには予定キャッシュフロー計算書、水補５ページから７ページに

は予定貸借対照表をお示ししておりますので、ご参照ください。  

       以上、議案第１８号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第１９号、工業用水道事業会計の補正予算（第２号）でござ

います。  

       議案の次のページをごらんください。この補正予算は、資本的収入及び支出に

おいて、収入を１，５６０万円減額し３，０９０万円に、支出を２，０００万円

減額し３，８３０万円にしようとするものです。  

       なお予算第４条の本文括弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額については、１，１８０万円を７４０万円に改め、その補填額について、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額は４１０万３，０００円を２６２

万２，０００円に、過年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額は７６９万７，
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０００円を４７７万８，０００円に、それぞれ改めます。  

       次の次のページに、工水補１ページでありますが、本補正予算の実施計画を添

付しております。詳細の説明につきましては、議案第１９号資料をごらんくださ

い。 

       支出では、建設改良費で福崎工業団地仮設管撤去工事や舗装本復旧工事などに

おいて、入札による落札減や工期短縮による契約額の減額が生じたことから２，

０００万円減額いたします。  

       一方、収入は建設改良費の減額に伴って、その財源として見込んでおりました

企業債を１，５６０万円減額するものです。  

       もう一度、議案の方にお戻りをいただきまして、その他の説明資料につきまし

ては、工水補２ページに予定キャッシュフロー計算書、工水補３ページ、４ペー

ジには予定貸借対照表をお示ししておりますので、ご参照ください。  

       以上、議案第１９号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第２０号、下水道事業会計の補正予算（第２号）でございま

す。 

       議案の次のページをごらんください。補正予算第２条は、収益的収入及び支出

の予定額で、収入は下水道事業収益を５２０万円追加し、１１億７，８２０万円

に、支出の下水道事業費用は３，２４３万５，０００円を減額し、１１億５，１

６０万円といたします。  

       補正予算第３条は、資本的収入及び支出の予定額で、資本的収入は２，８６０

万円を追加し、３億５，９１０万円に、次のページ、資本的支出は１，９０９万

８，０００円を減額し、６億７，５９０万円といたします。  

       前のページにお戻りいただきまして、予算第４条の本文括弧書き中につきまし

ては、資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額でありますが、３億６，

４４９万８，０００円を３億１，６８０万円に改め、その補填額について、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額は５５万８，０００円を６６２万５，

０００円に、当年度分損益勘定留保資金は３億６，３９４万円を３億１，０１７

万５，０００円にそれぞれ改めます。  

       次のページ、補正予算の第４条は、一般会計からの補助金の額で、５，４２７

万６，０００円を４，３２３万６，０００円に改めるものであります。  

       補正の概要といたしましては、収益的収入及び支出は、下水道使用料収入や営

業費用を実績見込みにより増減をいたしまして、一般会計からの繰入金について

は、その所要額を他会計負担金及び他会計補助金として補正いたします。  

       資本的収入及び支出では、建設改良費を実績見込により減額し、一般会計から

の繰入金については他会計出資金として受け入れ、資本の増強に充当をしていき

ます。  

       次のページ、下水補１ページ、２ページが実施計画書を添付しておりますが、

詳細の説明につきましては、議案第２０号資料で説明させていただきます。  

       まず、収益的収入及び支出で、資料の２ページをごらんください。この資料は

各目、節ごとの補正予定額とその右には、公共、農集、個別、それぞれのセグメ

ントごとに内訳をお示ししております。  

       それでは、支出から説明をいたします。  

       営業費用は管渠費、ポンプ場費、処理場費における光熱水費や委託料、修繕費

等を実績見込みにより増減、また、減価償却費も実績に基づき減額、下水道事業

費用総額で３，２４３万５，０００円減額いたします。  

       次に、１ページにお戻りください。  
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       収入でありますが、下水道事業収益では、下水道使用料は工業団地事業所の接

続が順調に進み、流入量が増加したことから、総額で３，７１９万６，０００円

増額いたします。また、補正予定後の費用に対して、一般会計が負担すべきもの

につきましては、総務省の繰出基準に基づく経費は他会計負担金、基準外の経費

については他会計補助金として、それぞれ補正し、受け入れをいたします。  

       特別利益につきましては、１２月補正において開始貸借対照表を確定いたしま

したが、開始貸借において、公共下水道では資本金が不足し、繰越利益剰余金で

約９，２７７万７，０００円の欠損処理を行っております。この欠損金を３年間

で解消させることとして、特別利益として一般会計から受け入れをするものであ

ります。  

       次に、４ページをお開きください。資本的収入及び支出です。支出の減額要因

は建設改良事業に係る当初予算のうち、国庫補助事業未採択分を減額し、単独事

業分を追加、その差額１，８５９万４，０００円減額するものです。  

       次に、３ページにお戻りください。収入では、支出の建設改良事業の減額に伴

い、国庫補助金や企業債などを減額いたします。また、一般会計からの繰り入れ

については、当初予算では収益的収入及び支出と同様、負担金及び補助金として

計上しておりましたが、繰出基準に基づく経費や財源不足分の補填を合わせて、

出資金に振りかえて受け入れ、資本の増強を図っていきます。  

       次に、議案にお戻りください。その他の予算に関する説明資料としまして、下

水補３ページには予定キャッシュフロー計算書、４ページから６ページには予定

貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご参照ください。  

       以上、議案第２０号の説明とさせていただきます。  

       ３議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。  

 

日程第２４ 議案第２１号  平成２９年度福崎町一般会計予算について  

 

議    長  日程第２４、議案第２１号、平成２９年度福崎町一般会計予算についてを議題

といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  議案第２１号、平成２９年度一般会計予算について、ご説明申し上げます。  

       今年度から、当初予算に係る議案は予算に関する説明書としまして、一番上に

予算編成の概要等を取りまとめました２４ページまでの資料と、別冊の各会計の

事項別明細書、実施計画書及び給与費明細書等を取りまとめております。また、

議案の予算及び詳細な説明資料は、議案ごとに別とじをしております。それぞれ

審議の参考としてください。  

       それでは、一般会計の議案第２１号をお開き願います。 

       第１条は、歳入歳出予算でありますが、総額を８７億円とし、款項の区分及び

当該区分ごとの金額は第１表で、１、２ページの歳入、３、４ページの歳出のと

おりとしております。  

       まず、予算の概要を説明させていただきますので、予算に関する説明書の一番

前に添付をしております予算の概要をごらんください。  

       １ページの中ほどからでございます。一般会計の予算総額は８７億円で、前年

度比８億３，０００万円の減としております。その要因ですが、ＪＲ福崎駅周辺

整備の事業費の大幅な減、第１体育館の耐震改修工事の完了による減が主なもの

でございます。  

       予算の概要では、歳入の見込みと総合計画の６本の柱ごとに総括的に主要事業
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をお示ししておりますので、後ほどお目通しください。  

       歳入につきましては、概要の５ページをお開きください。  

       一般会計歳入内訳でありますが、１款町税は、前年度比１，６００万円増の３

２億３，８３０万円を計上しております。個人町民税は、所得の伸びを若干見込

みましたが、法人町民税税割は、円高の影響等により２，６００万円の減、固定

資産税は、土地につきましては下落傾向が続いており減収、家屋は新築・増築に

よる増を、償却資産は設備投資が上向き、３，７２０万円の増を見込んでおりま

す。議案第２１号資料の４ページに、税の当初予算前年度比較表をおつけしてお

りますので、ご参照ください。  

       １０款地方交付税における普通地方交付税につきましては、トップランナー方

式を見込み、基準財政収入額が法人税、固定資産税、土地及び地方消費税交付金

の減収見込みにより、２８年度算定額に比べ減少を見込み、基準財政需要額は個

別算定経費の影響により増加を見込んだため、普通交付税と臨時財政対策債を合

わせた交付額は、２８年度算定額に比べ、約３，０００万円増の１５億５００万

円を見込みました。臨時財政対策債の振替額が１３％増となったため、普通交付

税では、前年度比２，０００万円増の１０億７，０００万円を見込んでおります。  

       １４款国庫支出金、２１款地方債は、ＪＲ福崎駅周辺整備費の減少が大きく影

響し、国庫支出金は約３億５，３００万円減の１１億２，８００万円を、地方債

は約４億５００万円減の１１億３，０００万円を見込んでおります。  

       ５ページの最下段では、１款から１１款と臨時財政対策債を合わせた一般財源

総額を記載しております。１億８，０００万円増の５３億５，３３０万円を見込

んでおりますが、歳入歳出見積もりの結果、一般財源が不足する額、１億７，６

００万円につきましては、財政調整基金から繰り入れて予算編成を行っており、

平成２７年度、２８年度に引き続き、多額の財政調整基金を取り崩す厳しい予算

となっております。  

       歳出予算の概要につきましては、町長の所信表明のとおりでございます。  

       概要の１３ページからは、第５次総合計画の施策ごとに主要事業を取りまとめ

ております。本日の説明につきましては、事項別明細書に沿って、これらの主な

事業について、説明をさせていただきます。なお、事業名称、概要の前に新規事

業、拡充事業の表示のほか、福崎町総合戦略に位置づけた事業は「総」で、行政

改革の事項につきましては「行」でお示ししておりますので、ご参照ください。  

       各目の説明に入ります前に、職員給について、総括的にご説明申し上げますの

で、議案資料２１号資料の１ページをお開きください。  

       この資料では、一般会計の目ごとと特別会計ごとの配置職員数それぞれの増減

理由と総人件費をお示ししております。１行目の一般会計に属する職員数は、一

般職１３３人、再任用４人と嘱託臨時職８７人の合計２２４人、下から２行目、

全会計では、一般職１５６人、再任用４人、嘱託臨時職９２人の合計２５２人で

あります。前年度と比較しまして３人減となっております。３人の減となった要

因としましては、正規職員は１人の増、嘱託臨時職員は認定こども園で減となる

見込みによるものでございます。人件費総額では、前年度比較で２，１８０万２，

０００円の増となります。正規職員が復職により１名増加したこと、昇級、人事

院勧告等の影響により、給料手当で２，４２８万８，０００円の増、県共済負担

金は退職手当組合の掛け率の引き下げにより１４５万８，０００円の減となりま

す。なお、全会計の一般職に係る給与費明細書につきましては、議案資料２ペー

ジから３ページに添付しておりますので、審議の参考としてください。  

       それでは、歳出目ごとに説明申し上げますので、事項別明細書９５、９６ペー
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ジをお開きください。限られた時間でありますので、各目の予算額や目の概要説

明は省略させていただき、主要な事業の取り組み内容や新規事業の補足説明を中

心に申し上げます。  

       また、説明の内容では、町長の冒頭の挨拶、各課重点事項と重複する部分も

多々ございますが、ご了承ください。議会費から順次説明を申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       歳入歳出についての説明は以上でございます。次は議案にお戻りください。  

       第２条は地方自治法第２１４条第１項の規定により、債務を負担することがで

きる事項、期間及び限度額は第２表に計上をしておりますので、議案の５ページ

をお開きください。  

       老人ホーム、給食調理業務委託事業は、養護老人ホームの調理業務について、

平成３０年度から平成３２年度までの委託契約を締結するために、債務負担行為

をお願いするもので、限度額は５，６００万円としております。ごみ収集運搬委

託事業は、可燃ごみ、資源ごみ、不燃ごみの収集業務について、委託Ａ・Ｂにつ

きましては、平成３０年度から３２年度まで業務の委託契約を１億８００万円を

限度額として、委託Ｃにつきましては、下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業

の合理化に関する特別措置法の関係もありまして、３０年度の業務の委託契約を

１，２００万円を限度として締結するための債務負担行為をお願いするものです。  

       議案資料１９ページ、２０ページにごみ収集業務の内容等をお示ししておりま

すので、ご参照ください。  

       第３条の起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれに記載のとおりでありま

す。 

       次に、議案の第４条でありますが、地方自治法第２３５条の３第２項の規定に

よる一時借入金の最高額は１５億円といたしております。  

       第５条は、歳出予算の流用でありますが、第１表に定めた各項の予算について、

地方自治法第２０２条第２項ただし書きの規定により、流用ができる場合として、

各項に計上した給料、職員手当、共済費に係る予算額に不足が生じた場合、同一

款内において、これらの経費を流用できることとするものであります。  

       以上、議案第２１号、平成２９年度一般会計予算の説明とさせていただきます。

よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。  

議    長  しばらく休憩をいたします。再開は２時１５分といたします。  

◇ 

休憩 午後２時００分  

再開 午後２時１５分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。  

 

日程第２５ 議案第２２号  平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

日程第２６ 議案第２３号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について  

日程第２７ 議案第２４号  平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

 

議    長  日程第２５、議案第２２号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予

算についてから、日程第２７、議案第２４号、平成２９年度福崎町介護保険事業

特別会計予算についてまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説

明を求めます。  

健康福祉課長  議案第２２号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について、
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ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ２３億４，２００万円とするものです。また、

第２条は、一時借入金の総額を８，０００万円と定めるものです。  

       議案第２２号資料１ページから９ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。  

       まず、資料１ページをごらんください。  

       平成２９年度の予算編成方針です。６行目になりますが、平成２９年度の主な

改正点は、昨年に引き続き、低所得者に対する軽減措置を拡大し、２割、５割軽

減の対象となる所得基準額の引き上げを行います。また、７０歳以上の高額療養

費に係る自己負担限度額の見直し等を行います。これらの制度改正を勘案し、医

療費及び被保険者の動向等を考慮し、積算をいたしました。  

       歳出面において、その大部分を占める保険給付費は、被保険者数４，４００人

を見込み、過去３年間における保険給付の状況等を積算根拠として算出しました。

療養給付費は、一般分で前年度当初予算比４．６％増の１１億６，６００万円、

退職分では、対象者の減少により、前年度当初予算比６０％減の２，０００万円

を見込みました。後期高齢者支援金は、平成２７年度精算金と調整金等を合わせ

た２億５，０７８万３，０００円を見込みました。保健事業費は、生活習慣病の

実態把握と疾病対策のため、特定健康診査、特定保健指導事業の見直しを行い、

第３期特定健康診査実施計画の策定に取り組みます。健診受診率向上に努めると

ともに、人間ドック、脳検査助成事業、ジェネリック医薬品差額通知、レセプト

点検等により、保健事業の充実と医療費の適正化に努めます。また、レセプトデ

ータを活用して、保健指導に生かすための第２期データヘルス計画の策定に取り

組みます。  

       次に、歳入の保険税に関してですが、年々増え続ける医療費による財源不足に

対応するため、また、平成３０年度からの県広域化を見据え、国保事業を健全か

つ安定的に運営するために、国保税の税率改正を行う必要があると考えておりま

す。資料６ページから９ページにかけまして、改正案等をお示ししております。  

       このたびの税率改正案の大きな理由といたしまして、おおむね３年に１度の改

正年度であり、広域化に向け、３税方式となるため、資産割を２９年度は半分に、

３０年度にはゼロにするよう、段階的な設定と、これに備えるための、当初予算

では基金繰り入れは行わないことといたしております。例えば、資料６ページ、

平成２９年度改正案、医療分欄最下段の応益割の均等割は、２万３，０００円と

設定しております。これは前回改正前の２５年度税率を参考に、同程度まで引き

上げたものでございます。また、右側の表をごらんいただきますと、１人当たり

医療費は特に近年大きく増加し続けており、一方では税率を低く据え置いている

という状況になっております。こういった状況を踏まえつつ、この案を設定させ

ていただいております。  

       ただし、この税率につきましては、あくまでも予算積算のための仮の税率であ

り、５月に所得、固定資産税が確定した後に見直しを行います。  

       これらを勘案し、保険税は、現年度医療支援介護分を収納率９４％、３億８，

３３０万円と見込んでおります。  

       国・県支出金、療養給付費交付金につきましては、それぞれ医療費に見合う金

額を見込んでおります。  

       なお、軽減基準額の見直しと税率改正に係る条例改正は、５月の臨時議会でご

審議いただく予定としております。  

       第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。  
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（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第２３号、平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計

予算について、ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ２億４，５４０万円と定めるものです。  

       議案第２３号資料１ページから２ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。  

       資料１ページをお願いいたします。この特別会計の歳入は、兵庫県広域連合が

賦課する保険料の徴収と、保険料軽減分を県と町で公費負担する保険基盤安定負

担金及び職員給与費と事務費をともに一般会計から繰り入れるものです。  

       歳出は、一般管理費の職員給与等と保険料徴収事務経費及び保険基盤安定負担

金と保険料を合わせて、広域連合に納付するものです。  

       ２ページをお願いいたします。平成２９年度以降の保険料軽減の見直しについ

てです。お示ししておりますように、均等割及び所得割に係る軽減特例措置が段

階的に見直されます。また、低所得者に関しては、保険料軽減対象の拡大で、国

民健康保険と同じく２割軽減と５割軽減の対象となる所得基準額が引き上げられ

ます。  

       第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第２４号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計予算に

ついて、ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ１６億９，９６０万円と定めるものです。  

       議案第２４号資料１ページから３ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。  

       まず、資料１ページをお願いいたします。平成２９年度予算編成方針です。本

年度は第６期事業計画の３年目で、介護保険制度が施行され１８年目を迎え、サ

ービス給付費も年々増加しております。２７年度、２８年度は地域包括ケアシス

テムの構築に向けた準備期間として、地域包括支援センターが中心となり、生活

支援協議会の設置や生活支援コーディネーターの配置を行いました。フクロウ体

操やふれあい喫茶など、介護予防対策の推進、また、定期巡回、随時対応型訪問

介護看護事業所の開設など、地域密着型サービス等の整備に取り組んできました

が、２９年度は本格的なサービス提供体制の充実に対する取り組みを進めます。  

       また、本年度は平成３０年度から平成３２年度の３年間の第７期介護保険事業

計画を策定する重要な年度となります。保険給付費の伸びは続いており、保険料

算定にもその影響を与えると考えております。計画策定の際には、高齢者福祉・

介護保険事業計画アンケート調査を実施し、その結果をもとに、被保険者のご意

見、ご要望を考慮しながら進めます。  

       平成２９年度の予算編成は、これらを勘案し、積算をいたしました。  

       歳出では、被保険者数５，３８２人、要介護認定者数は９６０人を見込んでい

ます。サービス給付費は１５億３，２６０万円、対前年度当初予算比３．８％増

を計上しています。地域支援事業は、４月から要支援１・２の方の介護予防給付

であった訪問介護、通所介護を総合事業として開始します。地域支援事業費は、

各補助構成枠の上限額以内を設定し、保健師等人件費を合わせ、８，５９０万円

を計上しております。  

       歳入においては、第１号被保険者保険料、国・県・町による介護納付金負担金、
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介護給付費調整交付金等を財源に見込みました。  

       第１表歳入歳出予算は、事項別明細書により、ご説明いたします。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で、議案第２２号から第２４号までの説明を終わります。３議案ともご審

議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

    日程第２８  議案第２５号  平成２９年度福崎町水道事業会計予算について  

    日程第２９  議案第２６号  平成２９年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    日程第３０  議案第２７号  平成２９年度福崎町下水道事業会計予算について  

 

議    長  日程第２８、議案第２５号、平成２９年度福崎町水道事業会計予算についてか

ら、日程第３０、議案第２７号、平成２９年度福崎町下水道事業会計予算につい

てまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

公営企業参事  議案第２５号から第２７号、公営企業３会計の平成２９年度予算について、説

明を申し上げます。  

       まず、議案第２５号は水道事業会計予算であります。  

       議案の次のページをごらんください。第２条、業務の予定量につきましては、

給水戸数７，８００戸で前年度と同数、年間給水量は２４４万６，０００立方メ

ートル、前年度比で１．１％増、１日平均給水量を６，７００立方メートルとし

ております。  

       主な建設改良事業は、福崎工業団地配水池更新事業に係る詳細設計業務、福崎

工業団地舗装本復旧事業、町道大門石引線配水管敷設事業、福崎駅周辺整備に係

る配水管移設事業などを予定しております。  

       なお、位置図等につきましては、議案第２５号資料９ページに添付しておりま

すので、ご参照ください。  

       第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の水道事業収益が４億４，３４

０万円で、前年度と比較しまして７．１％増としております。支出の水道事業費

用は４億２，７２０万円で、前年度比６．６％の増を見込んでおります。  

       第４条の資本的収入及び支出は２ページをごらんください。資本的収入は１，

１３０万円で８６．３％の減、資本的支出は１億８，８７０万円で０．２％の増

を見込んでおります。  

       なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億７，７４０万円に

つきましては、１ページ括弧書きに記載のとおり、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額１，１９０万５，０００円と過年度分損益勘定留保資金１億

６，５４９万５，０００円で補填するものとしております。  

       第５条は一時借入金の限度額、第６条は予定支出の各項の経費の金額の流用、

第７条は議会の議決を経なければ流用することができない経費、第８条は他会計

からの補助金、第９条は棚卸資産購入限度額について、それぞれ記載のとおり定

めるものであります。  

       次に予算の詳細につきまして、説明させていただきます。全会計を冊子にいた

しました予算に関する説明書をごらんください。  

       全会計のうち、後ろ３会計が企業会計となりますが、水道事業会計の１ページ、

２ページをごらんください。これが実施計画書となります。この明細を１７ペー

ジ以降に添付しておりますので、そちらを見ながら説明をさせていただきます。  

       まず、収益的収入及び支出について、支出から説明いたしますので、１８ペー

ジをごらんください。  
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       支出は水道事業費用が４億２，７２０万円で、営業費用４億９２５万円は、原

水及び浄水費、１９ページ、配水及び給水費、２０ページにかけての総係費など、

維持管理に要する経費や減価償却費、資産減耗費などを計上しております。  

       資産減耗費は福崎企業団地で下水道工事に伴い除却した資産分であります。  

       営業外費用１，７９５万円は支払利息や２１ページの消費税納付金などであり

ます。  

       １７ページにお戻りください。収入は、営業収益は３億２，３８１万円、うち

水道料金は工業団地企業による使用料の増から若干伸びを見込んで３億１，３６

０万円としております。営業外収益は１億１，９５８万円、うち長期前受金戻入

が１億６６０万円と約２，１００万円増となりますが、要因は支出で説明いたし

ました資産減耗費の固定資産除却費見合いの増によるものであります。  

       次に、資本的収入及び支出であります。２３ページの支出から説明をさせてい

ただきます。資本的支出は１億８，８７０万円で、冒頭業務の予定量で説明いた

しました各事業の建設改良費１億７，２０２万３，０００円及び企業債償還金１，

６６７万７，０００円を計上しております。  

       ２２ページにお戻りください。資本的収入は１，１３０万円で、建設改良事業

に対する国庫補助金は見込まず、企業債を借り入れしないため、給水工事等の工

事負担金が主なものとなっております。  

       なお、議案第２５号説明資料では、それぞれの積算内訳を記載したものを添付

しておりますので、ご参照ください。  

       次に、３ページにお戻りください。予定キャッシュフロー計算書であります。

今年度の建設改良事業は企業債の借入はせず、損益勘定留保資金を充当すること

から、下から３行目、資金増減額は６，８２６万５，０００円の減額を見込んで

います。  

       次の４ページから６ページは給与費明細書を添付しております。  

       ８ページは、平成２８年度の予定損益計算書で、下から３行目、純利益は１，

５８６万５，０００円見込んでおります。  

       ９ページからは、平成２８年度末の予定貸借対照表、１３ページからは、平成

２９年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご参照くださ

い。 

       以上、議案第２５号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第２６号は工業用水道事業会計予算であります。  

       議案の次のページをごらんください。  

       第２条、業務の予定量は、給水事業所数は３０事業所で前年度と同数、年間給

水量５８万４，０００立方メートルで８．３％減、１日平均給水量１，６００立

方メートルとしています。主な建設改良事業は、福崎工業団地舗装本復旧事業と

新町水源地送水ポンプ更新事業を予定しております。なお、位置図等につきまし

ては、議案第２６号資料５ページに添付をしておりますので、ご参照ください。  

       第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の工業用水道事業収益が４，９

３０万円で、前年度比で１９．４％の増、支出の工業用水道事業費用は４，７０

０万円で、前年度比２１．８％の増を見込んでおります。  

       第４条の資本的収入及び支出は２ページになりますが、資本的収入は企業債、

工事負担金ともありません。資本的支出は９２０万円で、８４．２％の減を見込

んでおります。なお、資本的収入額は資本的支出額に対して不足する額９２０万

円につきましては、１ページの括弧書きに記載しておりますとおり、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額５９万２，０００円と、過年度分消費税及
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び地方消費税資本的収支調整額６０８万６，０００円、過年度分損益勘定留保資

金２５２万２，０００円で補填するものとしております。  

       第５条は一時借入金の限度額、第６条は予定支出の各項の経費の金額の流用、

第７条は議会の議決を経なければ流用することができない経費につきまして、そ

れぞれ記載のとおり定めております。  

       次に予算の詳細につきまして、説明させていただきます。  

       予算に関する説明書の中の、工業用水道事業会計１ページ、２ページをお開き

ください。  

       これが実施計画となります。この明細を１７ページ以降に添付しておりますの

で、そちらで説明をさせていただきます。  

       まず、収益的収入及び支出で、支出から説明させていただきますので、１８ペ

ージをお開きください。  

       支出は営業費用が４，４２７万円で、送水及び配水費、１９ページに受託工事

費など維持管理に要する経費や減価償却費などを計上しております。減価償却費

は今年度から福崎工業団地の老朽管更新分が発生するため、８５１万円増となっ

ております。  

       営業外費用は２７３万円で、支払利息や消費税納付金を計上しております。  

       次に、１７ページにお戻りください。  

       収入です。営業収益は３，６２４万円で、水道料金は当初予算比では年間給水

量を８．３％の減と見込み、料金は約４０％の値上げを見込んで、７０５万円増

の３，４４０万円を計上しております。  

       営業外収益は１，３０６万円で、長期前受金戻入が主な収入となります。  

       続きまして、資本的収入及び支出です。２１ページの支出をごらんください。

資本的支出は冒頭業務の予定量で説明いたしました建設改良費８００万円と、今

年度から償還が始まる企業債について、償還金１２０万円を計上しております。  

       ２０ページ、収入につきましては、本年度企業債、工事負担金等を予定してお

りませんので、予算はございません。  

       なお、議案第２６号資料では、それぞれの積算内訳を記載したものを添付して

おりますので、ご参照ください。  

       次に、３ページにお戻りください。  

       予定キャッシュフロー計算書であります。当年度純利益を１６９万８，０００

円見込みまして、年度末では４７１万５，０００円の増加を見込んでおります。  

       次の４ページから６ページは給与費明細書を添付しております。  

       ８ページは平成２８年度の予定損益計算書で、下から３行目、当年度は１３４

万５，０００円の損失を見込んでおります。  

       ９ページからが平成２８年度末の予定貸借対照表、１３ページからは平成２９

年度末の予定貸借対照表をお示ししております。それぞれご参照ください。  

       以上、議案第２６号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第２７号は下水道事業会計予算についてであります。  

       議案の次のページをお開きください。第２条に定めた業務の予定量は接続件数

５，３００件、前年度比では３．９％の増、年間総処理水量２４０万立方メート

ル、１日平均処理水量６，５７５立方メートルで、前年度比１５．４％の増を見

込んでおります。主な建設改良事業は福崎工業団地下水道面整備事業に係る舗装

本復旧や、コミュニティプラントの公共下水道への統合に向けた設計業務、浸水

対策では、駅東雨水幹線整備事業及び川すそ雨水幹線整備事業等を予定しており

ます。位置図等につきましては、議案第２７号資料８ページ、９ページに添付し
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ておりますので、ご参照ください。  

       続きまして、第３条でありますが、収益的収入及び支出の予定額です。下水道

事業収益は１０億９，６５０万円で、前年度比６．５％の減、下水道事業費用は

１０億６，５６０万円で、前年度比１０．３％の減としております。  

       第４条は、資本的収入及び支出で、２ページのとおり、資本的収入は４億６０

万円で、前年度比２１．２％の増、資本的支出は７億１，７５０万円で、前年度

比２．９％の増を見込んでおります。  

       なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億１，６９０万円は、

１ページ括弧書きに記載しておりますとおり、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額７５２万８，０００円、及び当年度分損益勘定留保資金３億９３

７万２，０００円で補填するものとしております。  

       第５条は企業債の限度額等、第６条は一時借入金の限度額、第７条は予定支出

の各項の経費の金額の流用、第８条は議会の議決を経なければ流用することがで

きない経費、第９条は他会計からの補助金、第１０条は棚卸資産購入限度額、そ

れらにつきまして、それぞれ記載のとおり定めております。  

       次に予算の詳細につきまして、説明させていただきます。予算に関する説明書

の下水道事業会計１ページ、２ページをお開きください。これが実施計画書とな

ります。この明細につきまして、２０ページ以降に添付しておりますので、そち

らの方で説明をさせていただきます。  

       収益的収入及び支出の支出から説明させていただきます。２１ページをお開き

ください。下水道事業費用は、営業費用が８億５，５０３万７，０００円で、管

渠、ポンプ場、処理場などの維持管理に要する費用や、２２ページの業務費、総

係費など事務処理費用、２３ページ、減価償却費などを計上しております。  

       営業外費用は２億１，０５６万３，０００円で、支払利息や消費税納付金等を

計上しております。  

       次に収入です。戻っていただきまして、２０ページをお開きください。上段、

下水道事業収益は、営業収益が３億６，１２２万円、下水道使用料は工業団地事

業所の接続が順調に進んでいることから、当初予算比では６，６００万円増の３

億３，６８７万円を見込んでおります。一般会計からの繰り入れについては、総

務省繰出基準に対する経費に対するものを負担金、基準外の経費に対するものを

補助金として受け入れいたします。また、平成２８年度補正予算第２号と同様、

繰越利益剰余金のマイナスを解消させるために、特別利益として３，４００万円

を受け入れてまいります。  

       続きまして、資本的収入及び支出です。支出から説明をいたしますので、２５

ページをお開きください。  

       資本的支出の建設改良費は２億１，４６６万８，０００円で、業務の予定量で

説明申し上げました各事業につきまして、管路整備費、管路改良費、管路整備費

雨水として計上をしております。また、企業債償還金は前年度比３，１０５万５，

０００円増の４億９，７６０万１，０００円を計上しております。  

       次に収入であります。２４ページにお戻りください。  

       資本的収入は建設改良事業に係る企業債や国庫補助金などとともに、一般会計

からの繰り入れについては全額を出資金で受け入れいたします。基金取り崩し収

入は、支出額に対して収入額が不足する額について、一般会計と基金で折半する

こととして、その額も含めて取り崩しをしております。  

       その他の予算に関する説明書につきましては、まず３ページでありますが、予

定キャッシュフロー計算書、４ページから６ページは給与費明細書、８ページは
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平成２８年度の予定損益計算書、９ページからは平成２８年度末の予定貸借対照

表、１３ページから平成２９年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、

それぞれご参照ください。  

       以上、議案第２７号の説明とさせていただきます。３議案ともよろしくご審議

賜り、ご賛同いただきますよ、お願いを申し上げます。  

 

日程第３１ 議案第２８号  福崎町道路線の廃止及び認定について  

 

議    長  日程第３１、議案第２８号、福崎町道路線の廃止及び認定についてを議題とい

たします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

まちづくり課長 議案第２８号、福崎町道路線の廃止及び認定について、ご説明申し上げます。  

       当議案は、道路法第１０条第３項及び第８条第２項の規定により、福崎町道路

線を別紙のとおり廃止及び認定することについて、議会の議決を求めるものです。  

       経緯をご説明申し上げます。議案第２８号資料３ページをごらんください。  

       左側は廃止及び認定前の状況で、右側は道路の終点を約１５メートル延長した

後を示しております。昭和５０年当時に町営住宅駅前団地を建設した際、東側の

隣接地の方から用地約４８０平方メートルを購入いたしました。当時隣接地には

倉庫が建っており、町に用地を提供する条件として、町道を延長して、残った敷

地が接道されるよう希望されておりました。平成２０年に賃貸アパートを建築さ

れましたが、その時点ではまだ道路認定をしておらず、建築基準法第４３条ただ

し書きの規定により建築確認を受けておられます。  

       今回、駅前団地建てかえにあわせ、町営住宅敷地と隣接地がそれぞれの接道す

るように町道２５５号線の道路終点を延長するものでございます。  

       議案の別紙をごらんください。廃止する路線の種類及び路線名は、２級２５０

号線です。認定する路線の種類及び路線名は、２級２５５号線です。廃止する路

線につきましては、議案第２８号資料１ページをごらんください。起点は山崎字

前田６１２番７地先から、終点は山崎字前田５９２番地先まで、延長は６４．２

７メートル、幅員は４．０メートルから４．３メートルです。  

       次に、認定する路線でございます。資料２ページをごらんください。起点は山

崎字前田６１２番７地先から、終点は福田字西田黒１１３番１地先まで、延長は

８２．７７メートル、幅員は４メートルから８メートルです。幅員が増加してお

りますのは、道路現況に合わせ認定するためで、すみ切り部分が広がっておりま

す。 

       以上、議案第２８号、福崎町道路線の廃止及び認定についての提案説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議を賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し

上げます。  

 

日程第３２ 議案第２９号  神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約について  

 

議    長  日程第３２、議案第２９号、神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約

についてを議題といたします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

健康福祉課長  議案第２９号、神崎郡介護認定審査会規約の一部を変更する規約について、ご

説明申し上げます。  

       今回の変更は、介護保険法施行令の一部改正に伴い、神崎郡介護認定審査会の

委員の任期を定める条文を加えるものです。  

       議案第２９号資料をごらんください。変更の内容は、議案第１０号と同様に、
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審査会委員の任期について、３年とする条文を追加するものです。附則として、

この規約は平成２９年４月１日から施行するものです。  

       以上で説明を終わります。ご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお

願い申し上げます。  

議    長  以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。  

       なお、次の定例会２日目は３月７日、午前９時３０分から再開をいたします。  

       それでは、本日はこれをもって散会といたします。お疲れさまでした。  

 

散会 午後３時０４分  

 


